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と　き：令和2年10月27日（火）
ところ：ウェディングプラザアラスカ

（敬称略）

第１部　記念講演
　「国土を守り育てる人を」　　　　　　元　弘前市教育委員長　　　　　　九戸　眞樹
 第２部　治水大会
　開会宣言　　　　　　　　　　　　　　青森県大鰐町長　　　　　　　　　山田　年伸
　主催者挨拶　　　　　　　　　　　　　青森県知事　　　　　　　　　　　三村　申吾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　脇　　雅史
　来賓挨拶　　　　　　　　　　　　　　青森県議会議長　　　　　　　　　森内　之保留
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北地方整備局長　　　　　　　　梅野　修一
　来賓紹介・祝電披露
　座長推挙　　　　　　　　　　　　　　青森県河川砂防協会会　　　　　　工藤 祐直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青森県南部町長）
　治水事業概要説明
　「治水事業を取り巻く現状と課題」　　国土交通省　水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　治水課流域減災推進室長　　　　　吉岡　大藏
　「東北の河川を取り巻く最近の話題」　東北地方整備局　河川部長　　　　國友　優
　意見発表　
　「ダムツーリズムの取組み」　　　　　青森県西目屋村長　　　　　　　　関　和典
　　　
　大会決議　　　　　　　　　　　　　　青森県河川砂防協会副会長　　　　山田　年伸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青森県大鰐町長）
　次期開催県の決定　　　　　　　　　　岩手県県土整備部河川課総括課長　上澤　和哉
　閉会宣言　　　　　　　　　　　　　　青森県県土整備部長　　　　　　　下村　誠

令和２年度　東北地方治水大会

※｢国土を守り育てる人を｣というテーマで、元 弘前市
教育委員長 九戸 眞樹様よりご講演いただきました。

令和２年度　東北地方治水大会　次第

第１部　特別講演 第２部　治水大会

青森県大鰐町長
山田　年伸

元　弘前市教育委員長
九戸　眞樹

■ 開会宣言

　本日は、ご来賓をはじめ、東北各県から多数の治
水事業関係者の皆様にご臨席を賜り、誠にありがと
うございます。
　それでは、ただ今より、第59回東北地方治水大会
を開会いたします。
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　皆さんこんにちは。昨年水害等ございまして、順延
になっておりましたが、今年こうして青森の地におき
まして、東北地方の治水大会を開会できますことを、
大変ありがたく思っております。
　本日は御来賓の方々をはじめといたしまして、治水
事業に携わっておられます多くの皆さま方に御出席
をいただきました。心から御礼を申し上げます。
　また、日頃から本県を含む東北地方の治水事業の
推進に、格別の御支援と御協力を賜っております、国
土交通省の皆さま方にもお出でいただきましたが、私
といたしましては、何よりも久々に脇雅史先生にお会
いできることを大変嬉しく思っております。
　さて、昨年の令和元年東日本台風や、今年の令和
2年7月豪雨により、東北地方におきましても、河川
の氾濫や土砂災害が数多く発生し、甚大な被害をも
たらしたところであります。
　被災されました方々、今なお不自由な生活を余儀な
くされている方々に、改めてお見舞い申し上げますと
ともに、被災された県や市町村の方々の復旧復興に
向けた御尽力に対しまして、心より敬意を表します。
　本県は世界自然遺産白神山地や八甲田山など、豊
かな自然に恵まれております。これらの緑豊かな森か
ら流れた水は、岩木川などの河川となり、流域の農
業用水や水道用水の水源として、私たちの暮らしや
経済活動を支えているところでございます。
　このように大きな恵みをもたらす豊かな自然を、次
の世代へ引き継いでいくためにも、環境に配慮した
魅力ある河川環境づくりを進めていかなければなら
ないと思っております。防災公共、環境公共、そうい
った新しい枠を青森県では提案させていただいてお
ります。
　我々は河川から恩恵を受ける一方、これまで幾度
となく集中豪雨や台風に伴う、度重なる洪水被害に
悩まされてきたところであります。
　特に近年は、記録的な大雨によって、甚大な被害
が全国各地でもたらされており、私ども青森県におき

ましても、堤防等の施設の能力を上回る洪水が、い
つでも起こりうる状況にございます。
　このため本県では、避難場所や避難経路の安全
性を確保し、逃げ遅れによる人的被害を出さないよ
うにするための対策を行い、とにかく逃げるというこ
とを主眼として減災対策に取り組んでいるところで
あります。
　防災公共としては、重点的に市町村の各地域の
現場を点検しまして、これぐらいの予算が掛かる、こ
こはこう直すと、その設計書も含めて作っております。
また国や関係市町村等々連携しながら、大規模水
害に備えた対策を着実に進めますとともに、今後は
あらゆる関係者による流域全体での治水対策であ
る流域治水を推進することが重要であると考えてお
ります。
　例えて申しますと、我々太平洋側に馬淵川という
河川があるわけでございますが、最上流の岩手県側
が岩手県管理、中流が青森県管理、下流が直轄管理
と分かれており、このことによって治水の段取りをし
ていくことに、相互とまではいいませんが、やりにくさ
というものが生じているわけであります。
　こういったことを解消するためにも、我々としては
全川直轄化ということをお願いしており、この流域治
水全体を考えて上中下流一体を考えて推進するとい
うこと等を訴え続けているところでございます。
　治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財産
を守り、活力ある社会と安全で安心な国民生活を実
現するうえで、大きな役割を担う重要な社会資本整
備でございまして、本大会におきましても、治水事業
の重要性を再認識いたしますとともに、御出席の皆
さま方と心をひとつにして、治水事業の一層の促進
を図って参りたいと考えるところであります。
　しかし、東北の知事会での話題にもなっています
が、いわゆる震災枠を合算しますと、東北地方のいわ
ば公共投資枠が確保されているように見えますが、
本体そのもの、要するに震災枠を除きますと、毎年予
算が減少しており、実は各県とも予算のやりくりに苦
慮しており、そのような状況の中、道路、都市計画、
海岸、そしてこの河川及び砂防の問題に取り組んで
いかなければいけないこととなっています。
　ともに力を合わせまして、この東北地域における河
川砂防の予算の確保について、しっかりとさらに枠を
大きくしていくことを訴えていきたいと考えているとこ
ろでございます。

■ 主催者挨拶

青森県知事
三村　申吾



治水 第793号令和２年11月30日発行

4

　結びに私共東北地方のさらなる発展と、本日御出
席の皆さまの御健勝、益々の御活躍を御祈念申し上
げ、御挨拶とするところでございます。
　せっかく東北青森へいらっしゃったので、今の時期
は何の土産がいいかご紹介しますと、りんごでいえば
トキというのは大体今、収穫が終わりかけていますが、
今年は昂林、弘前ふじ、早生ふじがものすごく出来が
良く、しかも値段もお手頃になっておりますので、こ
のことを特に申し上げておきたいと思っております。
　せっかくお出でくださいましたので、我々の恵み、
水の恵みである青森の特産品について是非とも御支
援いただければと申し上げます。
　本日はありがとうございました。

　ただ今御紹介を賜りました森内之保留でございま
す。祝辞を述べさせていただきます。
　第59回東北地方治水大会が、多くの方々が御出
席のもと、開催されますことを心からお祝い申し上
げます。
　また、東北各県から青森へお出でいただきました
方々には、心から歓迎を申し上げます。
　本日御参会の皆さまにおかれましては、平素より
水害から国民の生命、財産を守り、豊かで住みよい
国土を形成するため、多大なる御尽力をなされており
ますことに対し、深く敬意を表する次第であります。
　さて近年、台風や局地的な豪雨などにより、国民

の尊い生命や、貴重な財産が失われる大規模な災
害が、全国各地で発生をいたしております。
　特に昨年の令和元年東日本台風では、関東、東
北地方を中心に広範囲で記録的な大雨となり、福
島県、宮城県などで堤防の決壊や、河川の氾濫によ
る大規模な浸水により、極めて甚大な被害が発生し
たところでもあり、改めて治水の大切さを感じてお
ります。
　その大切さを共有するため、東北地方の治水事
業に関わる皆様方が一堂に会し、意見交換や大会
決議を採択されることは、誠に意味深く、本大会の
成果が治水事業の一層の促進につながることを念
願いたしております。
　結びに、本大会の開催にあたり御尽力を賜りまし
た関係者の皆さまに、心より感謝の意を表しますと
ともに、御参会の皆さま方の御健勝と益々の御活
躍を心からお祈りいたしまして、お祝いの言葉とい
たします。

※挨拶は省略させていただきます。

全国治水期成同盟会
連合会会長
脇　雅史

■ 来賓挨拶

青森県議会議長
森内　之保留

　皆さんこんにちは、東北地方整備局長の梅野でご
ざいます。一言御挨拶申し上げます。
　本日ここに第59回東北地方治水大会が開催され
るにあたり、一言お祝いを申し上げます。
　御臨席の皆さまには、平素から国土交通行政の推
進につきまして、多大なる御支援、御協力を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　御承知のとおり、我が国は自然災害に対して、極め
て脆弱な国土条件にあり、毎年のように全国各地に
おいて洪水被害が発生しております。
　これまでに整備を行った治水施設が、大きな効果
を発揮する一方、近年地球温暖化に伴う気候変動の
影響が、顕在化しつつあり、今後さらに水害の頻発
化、激甚化が懸念されております。
　本年の7月の豪雨では、熊本県の球磨川で甚大な
浸水被害が発生した他、東北地方においても山形県
最上川で越水や溢水が発生いたしました。
　支川の決壊等も相まって、約1,700ヘクタールにも

東北地方整備局長
梅野　修一



治水 第793号令和２年11月30日発行

5

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、ご説明
をいただきました。

国土交通省水管理・
国土保全局治水課
流域減災推進室長
吉岡　大藏

※「東北の河川を取り巻く最近の話題」と題し、ご説
明をいただきました。

東北地方整備局
河川部長
國友　優　

■ 治水概要説明

及ぶ浸水被害が発生いたしました。また、昨年10月
の東日本台風では、全国で死者、行方不明者が100
名を超え、142箇所で堤防が決壊しております。
　阿武隈川、吉田川では計画規模を上回る洪水とな
り、堤防が決壊するとともに、東北全体では87箇所
で堤防が決壊するなど、甚大な浸水被害をもたらし
ました。
　現在、国土交通省では「防災・減災・国土強靱化
のための3か年の緊急対策」により、氾濫の危険性
を解消するための河道掘削や、樹木の伐採、堤防強
化等のハード対策について、本年度内の完了に向け、
全力で取り組んでいるところでございます。
　また、本年7月からは流域治水への転換を進め、あ
らゆる関係者が共同し、流域全体で防災・減災対策
に取り組んでいくことにしております。
　この流域治水は、河川管理者が着実に治水施設
の整備を進めていくことは勿論のこと、命を守る行動
を促すソフト対策や、雨水の貯留、土地利用の規制
等の流域対策も一体となって進めていくことが重要
となります。
　このためには、東北各県や自治体の皆さまと連携
しつつ取り組んでいくことが不可欠であることから、
引き続き関係各位の御支援、御協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。
　最後に、本大会の成功と本日御臨席の皆さま方の
益々の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、お祝い
の言葉とさせていただきます。

※「ダムツーリズムの取組み～「世界遺産と水源の
里」の誇りを未来へ発信する～」と題し、平成28年に
完成した国直轄ダムである津軽ダムについて意見発表
をしていただきました。西目屋村は世界遺産と水源の
里、白神山地と津軽ダムをキャッチフレーズに自然と
共生したむらづくりをすすめています。

西目屋村長
関　和典

■ 意見発表

　治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財産
を守り、活力ある社会と安全で安心な国民生活を実
現するために、最も根幹となる重要な社会資本整備で
あり、計画的かつ着実に実施することが重要である。
　平成23年3月11日に東日本大震災が発生し、東日
本の太平洋側沿岸部を中心に未曾有の大災害となっ
たほか、近年、全国各地で、これまで経験したことの
ないような豪雨が頻発し、深刻な水害によって多くの
尊い生命と財産が失われている。

青森県河川砂防協会
副会長
山田　年伸
（青森県大鰐町長）

■ 大会決議
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　平成最悪の豪雨災害と言われた平成３０年７月豪
雨に引き続き、令和元年東日本台風では、多数の地点
で観測史上最多雨量を観測し、東北地方では阿武隈
川流域や吉田川などで堤防が決壊するなど甚大な浸
水被害が発生した。さらに令和２年７月豪雨では、西
日本から東日本の広範囲にわたって長期間の大雨とな
り、東北地方では最上川で大規模な氾濫が発生する
など、毎年、全国各地で壊滅的な被害が発生している。
　今後、気候変動の影響により、水害がますます頻
発化・激甚化することを踏まえれば、国民の生命・財
産を守り、地域経済を支えるためには、堤防整備や遊
水地、ダムの整備に加え、既存施設の効果を最大限
発揮させるダム再生等、事前防災的な治水対策を加
速度的に進めていく必要がある。
　また、「防災･減災､国土強靱化のための３か年緊急
対策」として進めている河道掘削や樹木伐採、堤防
強化等のハード対策は、令和２年度で終了することと
なっているが、事前防災を進めていくためにも継続し
て取り組んでいくことが不可欠である。
　加えて、ハード・ソフト一体となった「水防災意識社
会再構築ビジョン」の取り組みを着実に進めるととも
に、この取り組みをさらに一歩進め、あらゆる関係者
による流域全体での防災・減災対策を推進していくた
めにも、「流域治水」への転換を図り、施設の能力を
超える洪水が発生することを前提とした抜本的かつ
総合的な対策を行うことが急務である。
　このような共通認識のもと、我々東北六県並びに市
町村は、東日本大震災からの一日も早い復旧・復興
と併せて、多発する自然災害から生命と財産を守り、
安全で安心な社会を実現するために、国と連携を図り
ながら防災・減災のための対策をより強力に推進して
いく必要がある。
　よって、ここに東北地方治水大会を開催し、その総
意に基づき、安全で安心な国土づくりと防災・減災の
ための具体的な取り組みが推進されるよう、次の事
項について国会並びに政府に対し強く要望するもの
である。

一　事前防災対策を加速するため、「防災・減災、国
土強靱化のための３か年緊急対策」後も中長期的
な視点に立って具体的な目標を掲げ計画的に取り
組むための必要・十分な予算を確保すること。
一　令和元年東日本台風で被災した阿武隈川や吉田
川を始め、令和２年７月豪雨で被災した最上川など、

近年、相次いで被災している河川の早期復旧を図る
とともに、被災した地域で再び同様な災害が生じな
いよう「再度災害防止対策」を迅速・確実に進める
ため、所要の予算を確保すること。

一　「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取
り組みを継続的に実施するための予算について十
分な財源を確保するとともに、今後はこれまでの取
り組みを発展させ、国、地方自治体、企業、住民な
どあらゆる関係者の連携のもと、流域全体でハー
ド・ソフトが一体となった「流域治水」への転換を
進めること。

一　気候変動による豪雨や渇水の頻発、海面の上昇
や台風の巨大化等に備えた対策を推進するととも
に、安定的な水の供給のため水資源開発の推進を
図ること。

　　また、大規模地震に備え、河川堤防等の耐震対
策及び津波対策を着実に推進すること。

一　ダム建設事業やダム再生事業を推進するととも
に、利水のために確保されている容量を洪水対策に
活用する「事前放流」が円滑に実施されるよう、必
要な制度整備を積極的に推進すること。

一　治水事業は、浸水被害の軽減やそれに伴う企業
立地促進など、ストックとして効果を発現し、生産
性の向上に寄与するものであるため、重点的に推
進すること。

　　また、地域の安全を支えている河川管理施設の
老朽化に対して計画的に維持・更新するなど、適正
な維持管理水準を確保すること。

一　東北地方の豊かな自然環境と、河川や水辺の持
つ多様な機能を活かし、歴史・風土等に根差した
魅力ある河川環境の形成とまちづくりが一体となっ
た「にぎわいのある水辺空間」の創出を推進するこ
と。加えて、観光立国の推進のため、優れた観光資
源となるダム等の活用に取り組むこと。

一　近年頻発する局地的集中豪雨による水害並び
に今後想定されうる大規模地震やそれに伴う津
波被害等に的確に対応し、早期復旧、被害拡大
防止を図るためには、国による技術的な支援が
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※次期開催県を岩手県に決定し、県土整備部河川課
総括課長に御挨拶いただきました。

岩手県県土整備部
河川課総括課長
上澤　和哉

■ 次期開催県の決定　不可欠であるため、専門的知見や経験を有する
TEC-FORCEの体制・機能を充実・強化するとと
もに、必要な人員を確保すること。

一　大規模災害の頻発化や東北地方において深刻化
している少子高齢化、及び新型コロナウイルス感
染症に対する新しい生活様式等の様々な変化に応
じて、そこに生きる人々の生命、身体及び財産を大
雨・洪水等の災害から守る手法の変化も必要であ
ることから、最新のＩＣＴ技術の導入を進め、治水
分野に関する技術のデジタル・トランスフォーメー
ションを加速すること。

以上決議する。
令和2年10月27日

第59回東北地方治水大会
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と　き：令和２年10月13日（火）
ところ：ホテルアクア黒部　２階「咲耶」

（敬称略）

第１部　記念講演会
　「2019 年台風 19 号から学ぶことと今後の対策の方向性」
　　　　　　　　　　　新潟大学災害・復興科学研究所准教授　　　　　安田　浩保
第２部　大会
　開会　　　　　　　　富山県河川海岸協会長　　　　　　　　　　　　大野　久芳（黒部市長）
　主催者挨拶　　　　　富山県副知事　　　　　　　　　　　　　　　　山崎　康至
　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　　　　　脇　雅史
　座長推挙　　　　　　富山県河川海岸協会長　　　　　　　　　　　　大野　久芳（黒部市長）
　来賓祝辞　　　　　　国土交通省北陸地方整備局長　　　　　　　　　岡村　次郎
　　　　　　　　　　　富山県議会議長　　　　　　　　　　　　　　　上田　英俊
　来賓紹介
　祝電披露
　治水事業の現状説明
　「治水事業を取り巻く現状と課題」
　　　　　　　　　　　国土交通省水管理・国土保全局治水課長　　　　藤巻 　浩之
　「北陸地方の治水行政に関する最近の動向」
　　　　　　　　　　　国土交通省北陸地方整備局河川部長　　　　　　新井田　浩
　意見発表
　「令和元年台風 19 号災害について」
　　　　　　　　　　　長野県須坂市まちづくり推進部長　　　　　　　滝沢　健一
　大会決議　　　　　　富山県河川海岸協会副会長　　　　　　　　　　笹原　靖直（朝日町長）
　次回開催県の決定　　石川県土木部次長　　　　　　　　　　　　　　上出　孝之
　閉会

令和２年度　北陸地方治水大会

令和2年度　北陸地方治水大会　次第
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※「2019年台風19号から学ぶことと今後の対策の方
向性」というテーマで、新潟大学災害・復興科学研究所
准教授　安田　浩保様よりご講演いただきました。

　今ほど御紹介にあずかりました富山県副知事の山
崎でございます。石井知事が所用により出席すること
がかないませんでしたので、預かってまいりました祝辞を
代読させていただきます。
　本日、全国治水期成同盟会連合会の脇会長、国土
交通省の皆様をはじめ、多くの御来賓や関係の皆様の
御出席の下、令和2年度北陸地方治水大会を開催で
き ますことは、誠に喜ばしく、心からお礼申し上げます。
　県外から御参加の皆様には、ようこそ富山県にお越
しくださいました。県民を代表して、心から歓迎申し上げ
ます。
　さて、富山県は、標高3,000m級の立山連峰から水
深1,000mを超える富山湾 に至る高低差 4,000mを
直径40㎞から50㎞の富山平野がつなぐという大変ダ
イナミックな地形で、世界有数の急流河川を有してお
ります。
　この地形から多くの恵みを受ける一方で、これまで幾
度となく河川は氾濫し多くの人命や財産が奪われまし
た。このため、郷土の先人は努力と英知を集めて水を
治め、活用し、今日の発展を築いてまいりました。富山
県の歴史は、まさに 「洪水との闘い」の歴史と言われて
おります。
　また、本年の7月豪雨や台風第10号による災害をは
じめ、近年、水害が激甚化、頻発化していることから、

第１部　記念講演会

第２部　大会

新潟大学災害・
復興科学研究所准教授
安田　浩保

　御列席の皆様、こんにちは。名水の里黒部、地元、
富山県黒部市長の大野久芳でございます。どうぞよろ
しくお願いいたします。
　文字どおり、秋本番の中で開催となりました令和2年
度北陸地方治水大会の開会に当たりまして、御挨拶を
申し上げます。
 本日は、全国治水期成同盟会連合会会長　脇　雅
史様、そして北陸地方整備局長　岡村次郎様をはじ
め、多数の御関係の皆様方には、何かと御用事がおあ
りだったことと存じますが、万難を排して御臨席を賜り、
誠にありがとうございます。実行委員会を代表し、心から
厚く御礼を申し上げますとともに、地元の市長として御
歓迎を申し上げたいと存じます。
　御存じのとおり、北陸地方の河川は急峻な山岳地
帯に源を発する急流河川が多く、毎年のように災害が
繰り返されております。また、全国各地においても、昨
年10月、台風19号による甚大な被害が発生したほか、
本年の7月豪雨や台風第10号による被害をはじめ、地
震や水害、波浪などによる大きな被害が発生しており、
経済活動や社会生活に深刻な影響を与えてきたとこ

ろであります。
　このような中、国土を保全し、水害などから国民の生
命と財産を守り、安全で安心して暮らせる生活を確保
するため、治水事業の役割は極めて重要であり、今後
とも関係機関の協力と治水事業の着実な推進が不可
欠であると強く意識を持つところであります。
　どうか、今後に向けまして、本大会が治水事業のます
ますの推進につながる有意義な大会となりますよう、御
参加の皆様方に格段の御支援と御協力をお願い申し
上げ、開会の御挨拶といたします。
　本日は、誠にありがとうございます。

富山県河川海岸協会長
大野　久芳（黒部市長）

富山県副知事
山崎　康至

■ 開会

■ 主催者挨拶
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「災害は必ずやってくる」との認識の下、防災・減災、
国土強靱化の取組を強力に推進していくことが不可
欠となっております。特に治水はその根幹であり、引き
続き国、県、市町村などが連携し、しっかり取り組んで
いく必要があります。
　こうした中、各県で治水に尽力されている皆様にお
集まりいただき、治水事業の推進に向け総意を結集で
きますことは、誠に喜びに堪えません。
　皆様には、今後とも、住民の安全・安心な暮らしを守
るため、一層の御尽力をいただきますようお願い申し上
げます。
　また、本県には、新鮮でおいしい海の幸・野の幸・山
の幸をはじめ、美しく豊かな自然、多彩な歴史・文化な
ど、数多くの魅力があります。県外からお越しの皆様に
は、このたびの御来県を機に、こうした富山の魅力の
数 を々存分に御堪能いただければ幸いです。
　特に本県には、ここ黒部市にあります黒部峡谷や
宇奈月温泉をはじめとした多くの魅力的な水辺があり
ますので、ぜひ御覧いただきたいと思います。
　終わりに、本日の大会が実り多いものとなりますこと、
そして御参加の皆様方のますますの御健勝、御活躍、
御多幸を心からお祈り申し上げまして、挨拶といたします。
　令和2年10月13日
　　富山県知事　石井　隆一
　代読でございます。
　本日はありがとうございます。

※挨拶は省略させていただきます。

全国治水期成同盟会
連合会会長
脇　雅史

　ただいま御紹介いただきました北陸地方整備局長
の岡村と申します。よろしくお願いいたします。
　本日ここに、北陸地方治水大会が開催されるに当
たりまして、一言御挨拶申し上げます。
　御臨席の皆様方には、日頃から国土交通行政の推
進に多大なる御理解と御協力、そして御支援を賜り、
厚く御礼を申し上げる次第でございます。
　昨年は、10月の東日本台風、全国各地で大規模な
水害が頻発いたしました。北陸地方においても長野
県の千曲川の堤防が決壊いたしました。一昨年は西
日本豪雨、その前の年は九州北部豪雨、毎年のよう
に固有名詞のある大規模な災害が発生してございま
す。本年も7月には、九州、東海、東北地方で記録的
な豪雨となり、九州南部の球磨川での氾濫など、記憶
に新しいところでございます。
　このような中、国土交通省といたしましては、防災・
減災、国土強靱化のための3か年緊急対策、これに
取り組むとともに、こうした災害から国民の命と暮らし
を守るため、総力戦で挑む防災・減災プロジェクトを取
りまとめました。特に、この中で、気候変動による災害
リスクの増大に備えるために、あらゆる関係者による
全体で行う流域治水、これを展開することとしておりま
す。各自治体におかれましては、この流域対策を積極
的に検討いただき、本年度内に流域治水プロジェクト
を取りまとめ、事前防災を加速化していきたいと考えて
おります。引き続き皆様方の御支援、御協力をどうぞよ
ろしくお願いいたします。
　地域の発展には、治水事業による根幹的な社会資
本整備により住民生活の安全と安心が確保されてい
ることが何より重要であると考えております。そのため

国土交通省
北陸地方整備局長
岡村　次郎

　以降の進行につきましては、大会実行委員会組織
要綱に基づき、大野実行委員長に座長をお願いいた
したいと思います。
　それでは、大野実行委員長、よろしくお願いいたします。
【北陸地方治水大会座長　大野　久芳】
　それでは、ここからしばらくの間、座長の役を務めさ

せていただきます。本大会が円滑に進みますよう、皆
様方の御協力をよろしくお願い申し上げます。
　それでは、以降の進行は着座にて失礼をいたします
ので、どうかよろしくお願いいたします。

■ 座長推挙

■ 来賓祝辞
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には、必要な予算をしっかりと確保し、予防的な治水
対策――事前防災を着実に進めていく必要がござい
ます。皆様方にも御尽力をいただいておりますが、治
水対策の必要性を訴える地域の声を力にして、私ども
も予算獲得に向けて全力で取り組んでまいりたいと考
えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、本大会の御成功と御臨席の皆
様の御健勝並びに本連合会のますますの御発展を
祈念いたしまして、御挨拶に代えさせていただきます。
　本日は大変ありがとうございます。

　皆さん、こんにちは。ただいま御紹介いただきました
県議会議長の上田でございます。
　本日は北陸地方治水大会に当たりまして、県議会
を代表して、一言御挨拶を申 し上げたいと思います。
　まずもって、県外から多くの方々に御出席いただい
ておりますことを、県議会としても改めて心から歓迎を
申し上げたいと思います。また、国土交通省さんにお
かれましては、砂防事業、ダム事業、河川事業、海岸
事業等を含めて積極的に推進していただきまして、流
域地域の住民の生命、財産を守っていただいている
ことに改めて感謝を申し上げたいと思っております。
　先ほど副知事からの話にもありましたけれども、富山
県の歴史というのは水との闘いの歴史でありました。
水を治め、水を利活用することによって今日の富山県
があるわけでございます。
　水を治める、ダムを造ることによって豊富で安価な
電力を起こし、そしてその豊富な電力でもって製造業
を盛んにしてきたというのが富山県の歴史であり、それ
が今日の「ものづくり県とやま」をつくっているというの
が現状でございます。
　今、県内では比較的大きな災害というものはありま
せんけれども、これもひとえに先人の方々が水を治めた
ことによるところが大きいというふうに思っております。
　今ほど来、皆さんから挨拶がございましたけれども、
近年は毎年のような異常気象ということで、大変大き
な災害が多いわけでございます。一つ一つ事業を着

実に整備していただくためにも、我々自治体の行政、
政治に携わる者として、しっかりと声を上げて発言して、
要望活動をしっかり行っていかなければならないという
ふうに思います。
　改めての話でありますけれども、政治や行政の一義
的な役割というものは、住民の生命、財産を守るという
ことでございます。そのために一番肝腎な土台という
のは、水を治めることだろうというふうに思っております。
　今日、この大会を契機に、心を一つにして、引き続き
新年度予算の要望活動に向けて、また新年度予算
の獲得に向けて頑張っていただきますようお願い申し
上げますとともに、また、共に頑張るということをお誓い
申し上げたいと思います。
　終わりになりますけれども、改めて、今日のこの大会
が有意義な会になりますことを御祈念申し上げまして、
県議会議長としてのお祝いの御挨拶とさせていただき
ます。
　本日は誠におめでとうございました。

富山県議会議長
上田　英俊

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、ご説明を
いただきました。

国土交通省水管理・
国土保全局治水課長
藤巻　浩之

■ 治水事業の現状説明

※「北陸地方の治水行政に関する最近の動向」と題
し、ご説明をいただきました。

国土交通省
北陸地方整備局河川部長
新井田　浩
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※「令和元年台風19号災害について」と題し、令和
元年台風19号による被害や対応、今後の展望につ
いて意見を発表していただきました。

長野県須坂市
まちづくり推進部長
滝沢　健一

■ 意見発表

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認され
ました。

決 議（案）
　北陸地方の河川は、日本有数の長大河川や急峻
な山岳地帯に源を発する急流河川を有し、その洪水
特性のため、高い水害リスクを抱えている。
　また、沿川の土地利用は進展しており、一度氾濫す
ると被害は甚大となる一方、集中豪雨や台風等によ
り、毎年のように災害を繰り返している。
　令和元年東日本台風では、東日本の広い範囲にお
いて大規模な浸水被害や土砂災害が発生し、千曲
川・信濃川においては、既往最大の水位を観測し、長
野市穂保地区での堤防決壊による大規模な浸水被
害をはじめとして、各地で極めて甚大な被害が生じた。
　また、本年7月には梅雨前線の停滞により記録的
な大雨となり、九州地方、岐阜・長野県などで河川の
氾濫、浸水被害が相次いで発生し、各地に大きな爪
痕を残した。
　地球温暖化に伴う気候変動の影響により、今後更
なる水害の頻発・激甚化が懸念されており、自然災害
に対する安全性の向上が喫緊の課題である。
　一方、北陸地方はわが国有数の多雨多雪地帯で
あり、北アルプスなど山岳地帯から流れ出る清冽な水
の流れは、美しい河川景観を形成し、歴史や文化を育

んできたところであり、緑豊かな自然環境と潤いのある
生活環境の場としての期待 も大きい。
　このような実情に鑑み、河川がもたらす自然の脅威
から住民の生命・財産を守るため、河川改修等による
治水施設の整備に加え、氾濫域も含めて一つの流域
と して捉え、流域全体で水害を軽減させる治水対策、
「流域治水」への転換を進めるとともに、きめ細かな防
災情報の提供など、ソフト対策の充実を図り、さらに、 
豊かで美しい地域の形成に向け、潤いとやすらぎのあ
る水辺環境の創出を図っていかなければならない。
　また、新型コロナウイルス感染症により我が国経済
に未曾有の影響が生じているところであるが、こうした
状況下でも水害と感染症の複合災害による国民の
混乱は著しく増大しており、こういった複合災害を回
避するためには、治水事業を進める必要がある。
　しかしながら、昨今の厳しい財政状況のなかで、治
水関係事業費が大きく縮減され、事業の推進を熱望
する地域の切実な声に応えることができないことは、ま 
ことに憂慮に堪えない。
　よって、私たちはここに北陸地方治水大会を開催し、
その総意に基づき、次の事項の実現について国会並
びに政府に対し強く要望する。

記

一　気候変動の影響による降雨量の増加や海面水
位の上昇等が予測されているため、「過去の降雨
実績や潮位に基づくもの」から、「気候変動による
降雨量の増加、潮位の上昇などを考慮したもの」に
見直し、気候変動による影響を反映した計画や基
準に則り、対策を講じること。

一　激甚な水害がどの地域でいつ発生しても不思議
ではない状況を踏まえ、「防災・減災、国土強靱化
のための3か年緊急対策」後も、中長期的な視点
に立って具体的な目標を掲げ計画的に取り組むた
めの必要・十分な予算を確保し、事前防災対策を
強力に推進すること。

一　河川管理者等による治水に加え、集水域から氾
濫域にわたる流域全体のあらゆる関係者が連携の
もと、河川管理者等による河川改修等に加え、貯
留施設の整備など含め流域全体でハード、ソフト一
体となった流域治水対策を進めること。

富山県河川海岸協会
副会長
笹原　靖直（朝日町長）

■ 大会決議
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一　河川管理施設等の機能を確実に発揮できるよう、
水門等の河川管理施設の老朽化対策、河道に堆
積した土砂や繁茂した樹木等の対策などを計画的
かつ着実に実施するための維持・修繕・更新のため
の予算を確保するとともに、地方財政措置の拡充
等を図ること。

一　頻発する水害や土砂災害において、被災した施
設の災害復旧はもとより、被災した地域で再び同
様な災害が生じないよう、改良復旧に必要な予算
を、補正予算も含め、大幅に措置し、集中的に事業
を推進すること。

一　災害予測、災害状況把握、災害情報伝達、災害
復旧などの一連の流れの高度化・迅速化や地域の
生産性向上に向け、治水分野のデジタル・トランス
フォーメ ーションを推進すること。

一　治水対策とあわせて安定した水資源の供給を図
るためのダム事業を推進するとともに、治水機能の
向上及びその機能の維持を図るため、既設ダムを
有効活用したダム再生等を推進すること。

一　治水事業を着実に推進するとともに、住民に最
も身近な存在である基礎自治体を将来にわたり安
定的に支えていくことができるよう、現場を担う地方
整 備局の体制の充実、機能の強化を実現すること。

一　気候変動等により激甚化する自然災害に備え、
TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の体制・機
能を強化すること。

一　北陸地方の豊かな自然、美しい景観、歴史と文
化に根ざした、魅力ある河川環境を創出する「自然
再生事業」や「かわまちづくり」、「ミズベリング」など
河川を巡る多様なニーズに応える河川環境の整備
を推進すること。

以上、決議する。
　令和2年10月13日
北陸地方治水大会

※次回開催県を石川県に決定し、石川県土木部次
長にご挨拶いただきました。

石川県土木部次長
上出 　孝之

■ 次回開催県の決定
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と　き：令和２年10月19日（月）
ところ：津市久居アルスプラザ　ときの風ホール

（敬称略）

開会の辞　　　　　　　　　　　三重県県土整備部長　　　　　　　　水野　宏治
主催者挨拶　　　　　　　　　　三重県副知事　　　　　　　　　　　稲垣　清文
　　　　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　脇　雅史
　　　　　　　　　　　　　　　三重県河川防災協会会長　　　　　　末松　則子（鈴鹿市長）
来賓挨拶　　　　　　　　　　　中部地方整備局長　　　　　　　　　堀田　治
　　　　　　　　　　　　　　　三重県議会議長　　　　　　　　　　日沖　正信
来賓紹介・祝電披露
座長推挙　　　　　　　　　　　三重県河川防災協会会長　　　　　　末松　則子（鈴鹿市長）
治水事業概要説明
　「最近の治水行政について」　国土交通省　水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　　　　治水課長　　　　　　　　　　　　　藤巻　浩之
意見発表　
　「勢田川流域等浸水対策プロジェクトによる流域治水」
　　　　　　　　　　　　　　　伊勢市長　　　　　　　　　　　　　鈴木　健一
　「海抜ゼロメートルのまち・木曽岬町　～水とのたたかいの歴史～」
　　　　　　　　　　　　　　　木曽岬町長　　　　　　　　　　　　加藤　隆
大会決議　　　　　　　　　　　三重県河川防災協会副会長　　　　　前葉　泰幸（津市長）
次期開催県の決定　　　　　　　愛知県建設局河川課担当課長　　　　杣谷　正樹
閉会の辞　　　　　　　　　　　三重県県土整備部長　　　　　　　　水野　宏治

令和２年度　中部地方治水大会

令和２年度　中部地方治水大会　次第

　皆様こんにちは。ご紹介をいただきました副知事の
稲垣でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
皆様方には大変お忙しい中、また、コロナ禍というこ
の状況の中で、多くの方々にお集まりをいただきまし
た。心より感謝を申し上げたいと思います。
　この大会、本県で開催をされますのは5年ぶりとな
ります。本来なら、私どもの知事が参りましてご挨拶を
申し上げるところではございますが、本日、他の公務で
上京しておりまして、今日は出席が叶いませんでした。
皆様方には、くれぐれもよろしくとのことでございます
ので、どうぞご容赦を賜ればと思います。

　只今、ご紹介いただきました、三重県県土整備部
長水野宏治でございます。よろしくお願いいたします。
　本日はお忙しい中、多くの方々にご参加いただきま
して誠にありがとうございます。また、来賓の方々にお
かれましては、大変お忙しい中ご臨席を賜りましたこと
に改めてお礼申し上げます。
　それでは、ただいまから令和2年度中部地方治水
大会を開会させていただきます。

三重県県土整備部長
水野　宏治

三重県副知事
稲垣　清文

治水大会

■ 開会の辞

■ 主催者挨拶
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　皆様方には平素より治水行政に多大なご協力とご
尽力を賜っております。国会議員の先生方、そして、
県会議員の先生方を始めといたしまして、国土交通
省の担当部署の皆様方、今日は、治水課長の藤巻
様にもご出席をいただいております。ありがとうござい
ます。その他、多くの関係者の皆様のこれまでの多大
なるご尽力に対しまして、心より敬意を評させていただ
きたいと思います。
　さて、治水行政、この必要性は論を俟たない訳です
が、最近は、頓にこの必要性、緊要性が増してきたよ
うに思います。その背景にありますのは、皆様もご案
内のとおり、ますます広く、そして猛威を振るっておりま
す台風等の風水害です。
　例えば、近年におきましては線状降水帯、これによ
りまして、長時間に渡り多くの雨が降る、そういった状
況の中で九州の熊本を中心といたしまして多くの被
害が出たことは、まだ記憶に新しいと思います。
　そして、本年度は後に令和2年7月豪雨と命名をさ
れましたけれども、この7月に梅雨前線、これの停滞に
伴いまして九州の球磨川水系におきまして甚大な被
害が発生したところであります。
　本県におきましても、これは一昨年のデータですけ
ども、記録的大雨短時間情報の発表が、実に9回も
ございました。
　昔であれば数十年に1回と言われるような大きな災
害が、近年に至っては毎年日本全国のどこかで発生
をしている、そういった感覚にもとらわれる訳です。
　本県におきましても、本年度、この7月豪雨により、
南伊勢町で斜面が崩落、そして最近の、この前の台
風で、紀宝町で山腹が崩壊をするなどの被害が出て
おります。
　三重県といたしましても、そういった事態を踏まえま
して、今後ますます「防災・減災、国土強靱化の取り
組み」というものを進めていかなければならないと決意
を新たにしておるところでございます。
　そんな中で、本県の知事、鈴木英敬ですけれども、
今年度、全水連の理事に選任していただきました。そ
して昨年の11月ですけれども、国の委員会、社会資
本審議会河川分科会で、「気象変動を踏まえた水災
害対策検討小委員会」、これに委員として選任をされ
ました。この検討小委員会ですけれども、都道府県知
事としてはただ1人参加をいたしておりまして、まさしく
地方を代表いたしましてこの委員会に参加をさせてい
ただいて、総合的な見地から意見を述べさせていただ

いたところで、提言の中にも盛り込んでいただいたと
ころです。
　この検討小委員会におきまして提言がなされた訳
ですけども、その提言内容といいますのが、社会全体
で洪水に備える水防災意識社会の再構築を一歩進
め、あらゆる関係者が共同して流域全体で行う「流域
治水」への転換と、そういったものが提言をされたとこ
ろで、私ども三重県におきましても今年の8月には、一
級水系にかかります国、県、市、町が連携をいたしまし
て「流域治水協議会」を立ち上げたところです。この
後、二級水系につきましても、引き続きそういった「流
域治水」の取り組みを進めていく予定にしておるとこ
ろです。そしてこれらの対策に、これまで非常に有用と
なっておりました今回の「防災・減災、国土強靱化の
ための3か年緊急対策」、これが今年で終了するとい
う事態になっておる訳ですが、この終了をよしとする
関係者の方は誰一人としていらっしゃらないというふ
うに思いますので、私どもといたしましても、引き続き国
に対しまして、しっかりとした予算対策を打っていただ
くよう強力にお願いをしていかなければならないと、こ
ういうふうに思っておりますので、どうぞ皆様方にもよ
ろしくお願いをしたいと思います。
　最後になりますけれども、この大会が中部地方の
治水事業の充実促進を図る、そして、引き続き皆様方
のご協力を、さらなるご協力をお願いしたいというふう
に思っておりまして、本日、大勢の方にご出席をいた
だきましたけども、ご出席いただきました皆様方のご健
勝、ご多幸、そして今後ますますのご活躍を祈念いた
しまして、簡単ではございますけども主催者の挨拶をさ
せていただきます。
　本日は誠にありがとうございます。

※挨拶は省略させていただきます。

全国治水期成同盟会連合会
会長
脇　雅史
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　皆様こんにちは。只今、ご紹介いただきました、
国土交通省中部地方整備局長の堀田でございます。
本日ここに、令和2年度中部地方治水大会が、かく
も盛大に開催されますことを心からお喜び申し上げ
たいと思います。
　また、本開催に当たりましては、新型コロナウイ
ルス対策にもご尽力いただきながら、ご対応をいた
だきながらご尽力いただきました三重県の皆様、三

　皆様こんにちは。ご紹介をいただきました、三重
県河川防災協会の会長を務めさせていただいてお
ります鈴鹿市長の末松則子でございます。
　本日は、皆様には開催地であります三重県にお
集まりをいただきまして誠にありがとうございます。
　また、皆様にもご覧をいただけたら直ぐにわかっ
ていただけますように、今日この施設は、新しく10
月1日からオープンした施設ということでございまし
て、先ほど開催地であります津市の市長が、この大
会に合わせてオープンしたというようなお話も言っ
ておられましたが、大変皆様には気持ちよくこの大
会に参加をしていただいているのではないかという
ふうに思っております。
　さて、まず初めに、今年7月に発生をいたしました
令和2年7月豪雨によりまして、中部地方でも多く
の方々が被害に遭われました。犠牲になられました
方々に哀悼の意を表しますとともに、被災をされま
した皆様方に対しまして心よりお見舞いを申し上げ
ます。
　また、全国的に新型コロナウイルス感染症が蔓
延をする中、多くの治水関係者の方々にご参加をい
ただきまして大会が開催できますこと、主催者の1
人として大変光栄に存じますとともに皆様に心から
感謝を申し上げます。
　さらに、ご多忙にも関わりませず国会議員、県議
会議員の皆様方をはじめ、多くのご来賓の皆様に
ご出席をいただいております。また、国土交通省か
らは、水管理・国土保全局治水課長、藤巻様、また
中部地方整備局より、堀田局長様、そして、全国治
水期成同盟会連合会より、脇会長様にもお越しを
いただきましてこの大会が開催出来ましたこと、心
から感謝を申し上げるところでございます。
　さて、今回会場となりました三重県は、紀伊半島
の東部に位置し南北に長く自然豊かな所で、その自
然に育まれた食べ物はどれも美味しく「うまし国」
の名にふさわしいところでございます。
　三重県は全国有数の多雨地域であり、近年では
令和元年に1時間当たり120㎜の記録的短時間大

雨情報が県内で9回発表されました。また、最近で
は9月23日に台風12号の影響により、東紀州地域
で1時間当たり120㎜の記録的短時間大雨情報が
発表され、数ヶ所で河川氾濫、道路冠水などの被
害が発生をいたしました。そのため、このような水
災害のリスク軽減を図り、安全、安心を向上させる
ための治水事業の重要性を改めて認識をしている
ところでございます。
　私どもの鈴鹿市では、一級河川鈴鹿川やその他
中小河川におきまして、国土交通省並びに三重県
の関係者の方々に事前の防災・減災対策を進めて
いただいております。その中でも、鈴鹿川で洪水流
下の最大の支障となっております横断工作物の第
1、第2頭首工の改築に向けて、模型実験やボーリ
ング調査を実施していただきますと同時に関係者と
の協議を進めていただいておりますことにこの場を
お借りいたしまして改めて感謝を申し上げるところ
でございます。
　本大会を契機といたしまして、中部地方全体の
治水事業が一層促進されますことを大いに期待い
たしますとともに、皆様にも一層のご協力を賜りま
すようお願いをいたします。
　結びに、本大会が所期の目的を達し実り多い大
会となりますことを祈念いたしますとともに、本日
ご列席の皆様方の今後ますますのご活躍とご健勝
をお祈り申し上げまして、甚だ簡単でございますけ
れども私からの挨拶とさせていただきます。
　本日の大会、どうぞよろしくお願い申し上げます。

三重県河川防災協会会長
末松　則子（鈴鹿市長）

中部地方整備局長
堀田　治

■ 来賓挨拶
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　皆さん、改めましてこんにちは。まずは、この大会
もコロナ禍の中でございますが、感染症防止対策を
万全に取っていただきましてご開催をいただきまし
た役員の皆様、また準備いただいたご関係者の皆
様にですね、まずは感謝、御礼を申し上げたいとい
うふうに思います。ありがとうございます。
　私はご紹介をいただきました、三重県議会議長の
日沖正信と申します。三重県議会を代表いたしまし
て、一言ご挨拶を申し上げさせていただきます。
　令和2年度中部地方治水大会が、ここ真新しい
久居アルスプラザで皆様ご一同に会されまして開催
されましたことを、まずお喜びを申し上げたいという
ふうに思います。
　平素、皆様方におかれましては、治水事業の推進
を通じまして住民生活の安定と地域の発展に多大
なるご尽力を賜っておりまして深く敬意を表しますと
ともに、厚く御礼を申し上げます。
　今年は、伊勢湾台風以来の水害と言われました
東海豪雨から20年という節目の年でございます。
　2017年の九州北部豪雨や、2018年の西日本豪
雨、昨年の台風19号、そして今年の7月豪雨など、
近年では全国各地で数十年に一度の大雨が頻発す

重県庁の皆様、そして、三重県社会基盤整備協会、
全水連の皆様、本当に感謝申し上げたいと思います。
さらに、本日、この場にご臨席いただきました首長
の皆様、そして三重県議会議員の皆様、会場の皆
様におかれましては日頃より国土交通省が推進いた
します国土交通行政、中でも河川行政の推進に当
たりまして格段のご支援、ご協力をいただいており
ますこと、この場をお借りいたしまして心から感謝申
し上げたいと思います。
　先ほどから、ご挨拶の方でもお話がございました
けれども、近年の気候変動によりまして水災害は
年々激甚化の一途を辿っている訳でございます。今
年の7月豪雨においても、九州そして中部地域を中
心といたしまして被害が発生いたしております。
　九州においては、球磨川が氾濫いたしまして人吉
市を中心とした多数の方が被災いたしました。
　全国では202の河川が氾濫、あるいは堤防の決
壊をしておる状況にございます。
　この中部地方でもですね、岐阜県下呂市において
累積降雨が1,000㎜を起こすというとんでもない降
雨がございました。飛騨川が氾濫いたしました。そし
て、国道42号線も崩壊ということになりました。こ
のような状況下において、地域の防災・減災、国土
強靱化のための河川整備の推進など、しっかり進め
ていく必要がある訳でございます。
　平成30年から今年度、令和2年度までは、「国土
強靱化のための緊急3か年対策」ということで予算
措置が出来ましたので立木の伐採であったり、ある
いは河川の河道掘削といった一定程度目に見える
ような形で、治水対策を進めることが出来ました。
しかし、これも今年度で切れてしまうという事でござ
います。
　また、今年度からですね、「流域治水」ということ
で流域の皆様全体、今まで河川管理者さんが中心
だったと思いますけれども、流域の関係する皆様方
で手を携えてですね、一体となって総合的に治水を
進めるという流域治水の取り組みを始めます。この
三重県においても各流域において流域治水協議会
が立ち上がっておりますが、今年度中にはですね、
「流域治水プログラム」をしっかり作り上げて、ハー
ド・ソフト一体となった取り組みを強力に推進して
参りたいと思っているところでございます。
　このように地方の皆様と一緒に、この地域の、中

部地方の国土強靱化を進めていくにあたっては、や
はりどうしても予算が必要となる訳でございますが、
先ほど申し上げたとおり「緊急3か年対策」は今年
度で終わってしまう訳でございます。しっかりと、令
和3年度の予算を獲得するためには、我々も一生懸
命頑張りますけれども、皆様方のお力添えがどうし
ても必要になります。引き続きの強力なご支援をよ
ろしくお願い申し上げたいと思います。
　結びにあたりまして、本日ご臨席の皆様方のます
ますのご健勝、ご活躍と、この中部地方のですね、
強靱化の実現とさらなる発展、そして次年度予算の
しっかりとした獲得を祈念いたしまして私の挨拶と
させていただきたいと思います。どうもありがとうご
ざいました。

三重県議会議長
日沖　正信
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るようになりました。水害の激甚化が懸念される今、
治水のあり方は大きな転換点を迎えていることと、
拝察をさせていただいておるところでございます。
　我が三重県内におきましても、各所で様々な水害
が起こっているところでございます。
　こうした状況の中で、国におかれましては1月に公
表した「防災減災プロジェクト」の主要施策の中で、
今後の水害対策の柱として、先ほどもご挨拶の中に
ございましたけれども「流域治水」という考え方を
打ち出しておられます。従来の河川管理者等による
治水に加えまして国、県、市町村、企業、住民など
流域全体で行う治水でありまして、今後はこうした
視点でハードとソフト両面から対策を進めて住民の
命と暮らしを守る、防災・減災対策の推進となって
いく事を期待しているところでございます。
　三重県議会といたしましても、想定される大規模
自然災害等に対しまして事前防災及び減災の取り
組みを加速化、進化させていくことは極めて重要で
あると考えております。
　今月1日には、三重県市議会議長会及び三重県
町村議会議長会、そして私ども三重県議会がともに
揃え、本年度までを実施期間とする「防災・減災、
国土強靱化のための3か年緊急対策」の継続及び
拡充を求める意見書を内閣府等へ提出し、3か年緊
急対策後も国土強靱化を計画的に推進いただける
ように三重県の自治体、議会が連携して揃ってです
ね、強力に要望していこうという事で要望を行って
参ったところでございます。
　本日の大会を契機に、皆様が連携を一層深めら
れ、地域住民の安全、安心にご尽力いただきますよ
うお願いを申し上げますとともに、本日ご臨席の皆
様方のご健勝、ご多幸を祈念申し上げましてご挨拶
とさせていただきます。
　三重県議会もしっかり進んで参りますので、ご指
導のほどよろしくお願いします。ありがとうございま
した。　

※「最近の治水行政」と題し、作年10月の台風19
号の被害額からの事前防災の重要性、流域治水、
予算の概要等についてご説明をいただきました。

※「勢田川流域等浸水対策プロジェクトによる流域
治水」と題し、平成29年10月の台風21号による被
害を受けて対策協議会を設置し、国、県、市が一体
となってプロジェクトに取り組んでいることについ
て意見を発表していただきました。

※「海抜ゼロメートルのまち・木曽岬町　～水との
たたかいの歴史～」と題し、昭和34年の伊勢湾台
風による経験を踏まえ、海抜ゼロメートルの木曽岬
町が抱える課題に対して重点的に取り組んでいる
対策について意見を発表していただきました。

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認さ
れました。

　治水事業は、生命や財産を守るとともに、地域の
暮らしや経済を支えるものであり、最も優先的に実
施すべき根幹的な社会資本整備事業である。
　中部地方は我が国のほぼ中央に位置し、三千メー
トル級の山々から日本一広大なゼロメートル地帯を
有する濃尾平野を貫流する大河川や、上流域に日

国土交通省
水管理・国土保全局
治水課長
藤巻　浩之

■ 治水事業概要説明

三重県河川防災協会副会長
前葉　泰幸（津市長）

■ 大会決議

伊勢市長
鈴木　健一

木曽岬町長
加藤　隆

■ 意見発表
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本有数の降雨量が多い地域を抱える河川及び開発
が著しい都市部の河川など、大小さまざまな数多く
の河川を擁している。
　古くは昭和33年の狩野川台風水害や昭和34年
の伊勢湾台風水害、昭和49年の七夕豪雨災害、昭
和51年の安八豪雨災害をはじめ、平成12年の東海
豪雨水害、平成18年7月の長野県での梅雨前線豪
雨災害、近年では平成30年7月豪雨、令和元年東日
本台風、令和2年7月豪雨等、毎年のように自然災
害による甚大な被害が発生しており、昨年度の「令
和元年東日本台風」では、国管理河川で14箇所、
県管理河川で128箇所の堤防が決壊した。
　また、本年度は新型コロナウイルス感染症拡大に
より、社会生活に多大な影響が生じている中、「令
和2年7月豪雨」など、全国各地で記録的な大雨と
なり、多数の河川で堤防の決壊、氾濫により甚大な
被害に見舞われたことは、治水事業の必要性を再
認識させるものとなった。
　今後は、地球温暖化に伴う気候変動等による洪
水や渇水の増加、懸念される南海トラフにおける巨
大地震や、それに伴う大規模津波の発生など、国民
の生活や経済活動に極めて深刻な影響をもたらす
可能性のある自然災害が危惧されている。
　こうした気候変動の影響等により、激甚な災害が
頻発している状況に鑑み、あらゆる関係者が協働し
て流域全体で被害を軽減させる「流域治水」へ転
換し、ハード・ソフト一体となった事前防災対策を
推進する必要がある。さらに大規模な災害を踏まえ
「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対
策」にとどまらず令和3年度以降も対象事業の拡充
及び新たな財源措置により、治水関係予算を飛躍
的に増額させ、事前防災・減災対策や国土強靱化
に取り組む必要がある。
　治水事業は、生命や財産を守ることはもとより、
企業の経済活動を支え生産性の向上を図ることに
より地域の発展に大きく寄与するものであり、これ
ら治水事業のストック効果を積極的にPRすること
により、さらなる河川・海岸整備の必要性を強く訴
え、より一層の治水事業の推進につなげていくこと
が重要である。
　また、治水事業とともに被害軽減のための広域
的な連携や取組、渇水時における安定的な水利用、
河川が本来有している多様な環境の保全に加え、

地域の暮らしや歴史・文化と調和した美しく魅力あ
る水辺空間の整備が求められている。
　以上を踏まえ、中部地方治水大会の総意として、
安全で安心な社会を実現すべく国会並びに政府に
対し、次の事項が実現されるよう強く要望する。

一　令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨など、
近年の豪雨で甚大な被害を受けた河川について、
再度災害防止のための治水対策を集中的に実施
するとともに、こうした甚大な被害を二度と繰り
返すことなく未然に防止するため、河川整備やダ
ム建設事業の促進を図るとともに、既設ダムを最
大限に活用したダム再生事業を推進するなど、事
前予防的な治水対策を計画的に推進すること。

一　頻発する災害から国民の生命・財産を守り、安
全で安心な社会を実現するため、令和3年度当初
予算において治水事業費の飛躍的な増額を図る
こと。

一　近年発生している大規模な災害を踏まえ、「防
災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策」
にとどまらず、令和3年度以降も対象事業の拡充
及び新たな財源措置により治水関係予算を飛躍
的に増額させ、事前防災・減災対策の加速化を
図り、国土強靱化の取組を強力に推進すること。

一　地方自治体が管理する河川の事前防災対策を
計画的、集中的に実施するため、個別補助事業                     
制度についてさらなる強化充実を図ること。

一　気候変動の影響等により、激甚な災害が頻発
している状況に鑑み、あらゆる関係者が協働して
流域全体で被害を軽減させる「流域治水」へ転
換し、ハード・ソフト一体となった事前防災対策
を推進すること。

一　南海トラフ巨大地震や各地に存在する断層によ
る内陸直下型地震に備え、ゼロメートル地帯をは
じめとする堤防等の河川・海岸施設の耐震対策を
着実に実施すること。また、地方自治体が行う地
震・津波対策については、防災・安全交付金の総
額の増大を図るなど必要な財政支援を行うこと。
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一　河川内の堆積土砂及び樹木の継続的な撤去
を進めるとともに、堤防等河川施設の適正な維
持管理・更新を進めること。また、地方自治体が
行う老朽化対策について必要な財政支援を行う
こと。

一　安定的な水の供給に向け水資源開発を強力に
推進すること。加えて、異常渇水に備えて、既存
の水資源開発施設等を最大限に活用する水系総
合運用等の対策を講じること。

一　河川や水辺の持つ多様な機能や歴史・風土等
に根ざした魅力ある良好な河川環境の形成を推
進すること。

一　地域づくりの拠点となる「かわまちづくり」など、
地域の重要な自然資源である河川空間を活用し
た「地域の賑わいの創出」や「観光振興」等に貢
献する取り組みの推進を図ること。

一　大規模災害発生時の被害の最小化や迅速な
復旧のため、テックフォースの体制・機能や地
方自治体に対する支援体制の充実・強化を図る
こと。

以上を決議する。
令和2年10月19日
中部地方治水大会

※次期開催県を愛知県に決定し、愛知県建設局河
川課担当課長に御挨拶いただきました。

愛知県建設局河川課
担当課長
杣谷　正樹

■ 次期開催県の決定

　本日は、皆様のご協力によりまして大会が盛会の
うちに終えることが出来ました。
本日の決議につきましては、今後国会議員の方々、
あるいは関係省庁に力強くご要望したいと考えてお
ります。
　本日の大会が、今後の中部地方における治水事
業の着実な推進、発展に繋がっていくことを祈念す
るとともに、皆様のますますのご健勝、ご多幸を祈
念申し上げまして令和2年度中部地方治水大会を
閉会とさせていただきます。
　本日は誠にありがとうございました。　　　　

三重県県土整備部長
水野　宏治

■ 閉会の辞
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と　き：令和２年10月26日（月）
ところ：奈良県コンベンションセンター　天平ホール

（敬称略）

治水大会
　主催者挨拶　　　　　　　奈良県知事　　　　　　　　　　　　　荒井　正吾
　　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　脇　雅史
　　　　　　　　　　　　　奈良県治水砂防協会会長　　　　　　　上田　清（大和郡山市長）
　来賓挨拶　　　　　　　　奈良県議会議長　　　　　　　　　　　山本　進章
　　　　　　　　　　　　　近畿地方整備局長　　　　　　　　　　溝口　宏樹
　来賓紹介・祝電披露
　座長推挙　　　　　　　　奈良県治水砂防協会会長　　　　　　　上田　清（大和郡山市長）
　治水事業概要説明
　　「治水事業を取り巻く現状と課題」
　　　　　　　　　　　　　国土交通省　水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　　治水課　事業監理室長　　　　　　　　島本　和仁
　大会決議　　　　　　　　奈良県治水砂防協会副会長　　　　　　森　宏範（三郷町長）
　次期開催県の決定　　　　大阪府 都市整備部
　　　　　　　　　　　　　河川室河川整備課長　　　　　　　　　宍戸　英明

令和２年度　近畿地方治水大会

令和２年度　近畿地方治水大会　次第

　奈良県知事をしております、荒井正吾と申します。
近畿治水大会の開会に当たりまして、歓迎とともにご
挨拶を申し上げます。治水の事業は大変大事でござ
います。今日お集まりの皆様、治水の事業に直接関
わっておられる事業の執行者でもございます。治水連
盟の会長でおられます脇先生、今日お越しで、参議院
時代に大変お世話になった、またご指導を賜った先
生でございます。いってみれば土木屋さんなのですね。
土木屋さんで政治をされたというので、どちらが面白か
ったですかと、先ほどそんな話をしておりました。我々
行政の中で土木屋さんも治水事業をたくさんやって
おられるのですが、土木屋さんで、ちょっと最近、土木

という事業は大変大事だ、土木技師というのは大変
大事だというふうに思って勉強しております。そのよう
な方の中で、皆様ご存じかもしれませんが、戦前、建
設省という役所つくるのに功績のありました、土木技
師で兼岩伝一という人がおられました。内務省の中で
育たれたのですが、戦前から日本の国は、技術系の
人は特別な場所といいますか、鉄道の関係では国鉄
という現場になるべく仕事を与えられる、逓信省という
通信つきの世界では電電公社という組織で現場の
組織をつくられる。あるいは、経済関係では工業技術
院とかというようなところで、技術屋さんの集団をつく
ってそちらで仕事しなさい。ところが兼岩伝一さんは行
政の本体で技術の仕事をしようということをいわれて、
建設省の生みの親だといわれる人です。このような
我々治水の仕事は技術も事務もありませんので、とに
かくリアルに水のコントロールをしなければいけない、
水マネジメントしなければいけないという仕事でござい
ます。兼岩伝一さんのことを、そのような本を読んで思
い出すものでございます。兼岩伝一さんは建設省をつ
くられたのでが、できた年にすぐ辞められまして、共産

奈良県知事
荒井　正吾

治水大会

■ 主催者挨拶
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党に入ってしまわれました。役人を辞めないと共産党
に入れない。ご家族は貧乏をされたそうです。そのよう
な気性の、土木技師の意地が今日の治水その他の
事業を支えていると思います。土木技師の草分けで
もう一人思い出すのは太田圓三という人でございま
すが、関東大震災の時の土木技師でございます。日
本の土木技術は太田が支えているといわれた方でご
ざいますが、同僚の十河信二という鉄道院の人が関
東大震災の後の土地区画整理事業をやっている中
で、収賄の罪を被って有罪になってしまった。すると、
土地区画整理事業は土木の仕事で、同僚の十河が
罪を被って俺の責任だというので隅田川で自殺をして
しまった。隅田川の勝鬨橋とか、隅田川には橋がなか
ったので、膨大な量の死傷者が出たということで橋を
造り出した土木技師ですけど、神田橋公園というのが
日銀の本店の横にあります。そこに小さなレリーフが
かかっていまして、太田圓三君はこの辺りの橋を架け
たり、都市計画をするのに甚大な功績があったけど、
残念ながら自死されたというレリーフがかかっておりま
す。その太田圓三の同僚で実は奈良県の縁のある種
田虎雄という人がいます。この人は事務屋なのです
が、鉄道院の運輸局長をされた十河信二の同期です
けども、十河信二が罪を被ったので鉄道院を辞めて
特別弁護人になって二審無罪にしたのですが、失職
をしてしまったので、実は大軌という近鉄に入って、近
鉄で２０年勤めて、近鉄を興した立派な方です。その２
０年の功績で大和文華館というところに、近鉄が持っ
ております美術館に胸像が残っております。立派な胸
像でこれも拝みに行きました。このような治水、国土
計画でございますけど、まだまだ日本取り残されて心
配なところもたくさんございます。我々行政から国土計
画を実行する立場にございますが、先人の後をいつも
辿って、恥ずかしくないように、いい仕事をしたいと思
っております。脇先生はそのような仕事をされてきた中
の一人でございます。今日は再会いたしまして、近畿
も心配なところがたくさんございますし、奈良県も大和
川という、他の地域で降っている雨が同じように降れ
ば必ず氾濫するというレベルの整備でございます。た
またま雨が降らないから奈良は災害がないといって高
をくくる人がいるのが目につくのですが、ある意味、心
配で心配でしょうがない状況の大和川周辺でござい
ます。直轄遊水地と、これは近畿整備局に頼んで今
やっていただいております、内水対策も並行してやろ
うということでございます。亀の瀬というところで山の

間に川幅が縮まっていますので、とにかく上の方は平
地ですからダムを造ることができませんので、穴を掘っ
て水をためるしかないと伺っております。奈良県では
治水というのは森と関連しているということで、森林関
係の部局と河川の部局を合体して水循環部というの
をつくり、気持ちだけの話でございますが、水は山から、
森林から里山を通って川に入って海に流れる。海は
奈良にはありませんが、大和川にということで、その水
の流れをできるだけ利用させてもらうとともに管理をす
るという気持ちを、森林から始めるという気持ちだけの
ことでございます。まだまだやることは多くあると思いま
すし、また、川でありますと近隣の熊野川、和歌山、三
重県、また吉野川、紀の川で和歌山県、大和川では
大阪府と関係の深い木津川でも大阪府、京都府と
関係の深い県でございます。そのような治水の話、是
非、このような大会をきっかけに、より一層の精進させ
ていただけたらと申し上げるとともに、奈良にお越しに
なりまして感謝申し上げます。皆さんお座りの椅子は
実は、椅子は奥までしまうことができます。何か遊びた
いというときはパッと閉めますので。またこの期間中、
いろんな場所をお楽しみいただければ幸いでございま
す。ようこそおいでいただきまして、また近々のお越しを
お待ち申し上げてご挨拶とさせていただきます。本日
はありがとうございました。

全国治水期成同盟会連合会
会長
脇　雅史

奈良県治水砂防協会会長
上田　清（大和郡山市長）

※挨拶は省略させていただきます。

　皆様こんにちは。大変爽やかな秋空となりましたけれ
ども、令和２年度の近畿地方治水大会に近畿各地から
参加をしていただきまして、誠にありがとうございます。ま
た、ご来賓として山本県議会議長をはじめ、多くの方々
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にご参加をいただきまして感謝を申し上げたいと思い
ます。
　ご紹介いただきました、奈良県の治水砂防協会の会
長をさせていただいております、大和郡山市長の上田で
ございます。大和郡山市は、ここからちょうど奈良市の南
西に隣接しているまちでございまして、お城と金魚が市
民のシンボルでございます。機会があれば、お越しいただ
ければと存じますが、先日、このまちの中に稗田という環
濠集落がございます。稗田阿礼という人の出身地なの
ですが、大和川河川事務所の白波瀬所長から、あの中
世にできた環濠集落は、一時に降った雨水を上手に川
へ流す、そんな治水の役割も果たしていましたよというご
指摘をいただいて感激をした次第であります。歴史に学
ぶということも大切なことではないかなと思ったりしてお
ります。とはいいながら、最近は気候変動という言葉が
当たり前になってまいりました。実際、この３０年間で時
間雨量５０ミリ以上を上回る大雨の発生件数が約１．４
倍になったそうでございます。これはもう事実としてしっか
りと受け止めなければならないと思うわけでありますが、
あらゆる地域で水害のさらなる頻発や、あるいは激甚化
が改めて懸念されるところでございます。そうした中、奈
良県では県と市町村が一体となって総合治水対策を
展開していただいているところでございますが、国の方
でも河川のあらゆる関係者と協働して、近畿全体で行う
治水対策、あるいはハード及びソフト一体の流域治水と
いうことで、転換を、あるいは事前防災へのシフトを進め
ておられるところでありました。
　例えば、昨年、紀伊半島に大雨をもたらした台風１０
号や台風１９号では、治水対策の加速化や利水ダムの
治水協力の効果によって家屋の浸水が回避をされたと
いうようなことなど、国土交通省近畿地方整備局をはじ
め、関係の皆様のご尽力に改めて感謝を申し上げる次
第でございます。今後は、今年度までの限定的な年とな
っております、防災・減災・国土強靱化のための緊急対
策事業の事業期間の延長、このことが焦点となってま
いりますが、治水という非常に息の長い、そういう事業を
継続していくに当たり、国と県、市町村が一体となるとい
う意味で、本日の大会が実り多いものになるとともに、
皆様のご健勝、それぞれの地域のご発展を祈念申し上
げて、歓迎の挨拶とさせていただきたいと思います。本
日は大変ありがとうございました。

　皆様こんにちは。本日は近畿地方治水大会に近
畿各地よりおいでをいただきまして、誠にありがとうご
ざいます。県議会の方からも私の他に、副議長、そし
て建設委員長をはじめ建設委員会の皆様方がおい
でいただいておりますけれども、代表して一言ご挨拶
を申し上げます。
　本県におきましては、平成２３年９月の台風による
紀伊半島大水害、県南東部で洪水氾濫、土砂崩れ
などにより甚大な被害が発生しました。その後、国に
おいては、紀伊山地大規模河道閉塞対策、また、平
成２９年度からは紀伊山系直轄砂防事業に取り組ん
でいただいていますこと、この場をお借りいたしまして、
心より御礼申し上げます。しかし、災害はいつやってく
るか分からない中、今年は７月豪雨により、熊本県南
部を中心に九州各地に甚大な被害をもたらしました。
また、日本付近に居座った活発な梅雨前線と低気圧
の影響により、記録的な大雨をもたらし、西日本から
東北の広い範囲でも多大なる被害が発生いたしまし
た。３か月余りが経過した現在もまだ、被災地では復
旧復興に向けての取組が進められています。これらの
被害により被災されました皆様方に心よりお見舞い
を申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し
上げます。また、近い将来には南海トラフ地震の発生
も懸念される中、地域の防災計画を見直し、幅広い
防災・減災対策が急務となっており、防災の視点に
立っての地域づくりを推進することは極めて重要なこ
とであり、本県でも大規模広域防災拠点の整備を計
画しているところであります。奈良県議会といたしまし
ても、近畿地方が災害に強く、希望の持てる地域とな
りますよう力を注いでまいる所存でありますので、関係
各位のご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、全国治水期成同盟会連合会、奈良県治
水砂防協会の益々のご発展とご参加の皆様方のご
健勝をご祈念いたしまして、祝辞といたします。令和２
年１０月２６日、奈良県議会議長。本日は誠にありがと
うございます。

奈良県議会議長
山本　進章

■ 来賓挨拶
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近畿地方整備局長
溝口　宏樹

国土交通省
水管理・国土保全局治水課
事業監理室長
島本　和仁

　ご紹介いただきました近畿地方整備局長の溝口で
ございます。本日は、こんな大変多くの皆様方にお集ま
りいただきまして、また平素から近畿地方整備局の治
水事業に多大なるご理解とご協力を賜りましたこと、改
めて感謝申し上げます。今、お話にもありましたけれど
も、近年、全国で甚大な災害が頻発しています。近畿
管内でも昨年、今年を見ますと、大きな災害ということ
までには至っておりませんけれども、平成２３年、それか
ら２５年、２９年、それから３０年と、非常に大きな災害が
頻発しているところであります。こういった激甚化、頻
発化する災害に備えるためには、河川、ダム、こういっ
た整備をしっかり加速させなければいけません。また、
国、都道府県、市町村、あるいは民間企業、また国民
一人一人が、いわば流域の関係者全てが一体となっ
て、総力を挙げて流域治水に取り組むということが大
事であり、また、地震も含めて、防災・減災、国土強靱
化にしっかり取り組んでいく必要があるというふうに考
えてございます。一方、来年度の国の予算に関しまして
は、特に今年度で措置が終了いたします、防災・減災、
国土強靱化のための３か年緊急対策の予算について、
多くの自治体の皆様、それから地元経済関係者の皆
様から、緊急３か年後、この３か年後も防災・減災対策
をしっかり進めてほしい、さらに充実させてほしいという
強いお言葉をいただいているところであります。私ども
としましては、この３か年で、これまでの予算ではなかな
か進まなかった河道掘削であるとか樹木伐採、こういっ
た治水対策が従来の予定より随分スピードアップして
実施できてございます。しかしながら、これで十分のレベ
ルというところにはまだ達しておりませんので、住民の
皆様の安全のためには、今後さらに対策を加速、進化
させていく必要があるというふうに考えています。激甚
な災害が頻発する中で必要な治水予算が確保できま
すよう、１１月１２日には治水事業促進全国大会などの
場を通じまして、是非、国会、あるいは関係省庁に、度
重なる水害を経験してきたこの近畿の皆様の声をその
切実な思いをぜひ届けていただきますようお願いした
いと思います。

　近畿地方整備局といたしましては、地域を守るため
に事前方策をしっかり進めるとともに、もし災害が起き
たときにもＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣して、被災地自体を
支援するなどの対策をしっかり取ります。全力を挙げて
治水対策に取り組んでまいりたいと考えておりますの
で、ぜひ皆様の引き続きのご支援とご協力をよろしくお
願いしたいと思います。結びに、この治水大会をご準
備いただいた皆様に感謝を申し上げまして、私からの
挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

■ 治水事業概要説明

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、本年7月
の豪雨による被害の状況、事前防災、予算の概要等
についてご説明をいただきました。

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認されま
した。

　治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財産
を守るという国土強靭化の最も根幹的な事業であると
ともに、国民生活において安全・安心を実現するための
最重要事業であり、着実に推進することが極めて重要
である。
　近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響等から、全
国各地で集中豪雨が頻発し、特に、平成３０年７月豪雨
では、西日本を中心に記録的な大雨となり、昨年の台
風第１０号や第１９号では、関東甲信地方、東北地方な
ど広い範囲での大雨となり各地に甚大な被害をもたら

奈良県治水砂防協会副会長
森　宏範（三郷町長）

■ 大会決議
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し、大きな爪痕を残した。また本年７月には熊本県の球
磨川や山形県の最上川において大規模な浸水被害が
発生するなど、毎年、激甚な災害が全国各地で発生し
ている。
　一方、近畿地方においては、平成２３年の台風１２号
により過去に例のない記録的な大雨となり、紀伊半島
では河道閉塞や河川の氾濫など甚大な被害が発生し
た。この災害を契機に河川激甚災害対策特別緊急事
業による河道掘削や堤防強化が実施され、河道閉塞
箇所の対策や砂防堰堤の整備等が進められてきた。ま
た、平成３０年７月豪雨での洪水や平成３０年８月の台
風第２１号での高潮発生があったが、これまでに実施し
た治水事業が大きな効果を発揮して被害を大幅に軽
減した。昨年の台風第１０号や台風第１９号でも紀伊半
島に大雨をもたらしたが、治水対策の加速化や利水ダ
ムの治水協力の効果により、家屋浸水を回避した。これ
らの実績から、治水事業が果たしている役割、効果をみ
れば、事前投資の有効性は明らかであり、事前防災対
策に重点的に取り組むことが急務である。特に本年は
新型コロナウイルス感染症の国民生活への影響が強く
ある中で、さらに自然災害が安全・安心な日常生活を脅
かす厳しい状況下にあり、これまで以上に治水対策事
業を継続して実施する必要がある。
　大規模災害に備えるため、流域全体での、更なる治
水対策の強化が急務であり、事前防災対策として河川
やダムの一層の整備を強力に進めるとともに、雨水貯
留浸透施設の整備などの流域対策と一体となった総
合的な治水対策を進めることが重要である。
　さらに、「施設では守り切れない大洪水は発生するも
の」へと意識を改革し、社会全体で洪水に備える「水防
災意識社会」を再構築する取り組みを加速することが
必要であり、ハード・ソフト一体の水災害対策「流域治
水」への転換が重要である。
　併せて、河川管理施設の機能を最大限に発揮させ
るとともに、長寿命化計画に基づく適切な老朽化対策
が不可欠である。
　加えて、近畿地方では、今後３０年以内に高い確率
で発生する恐れがある南海トラフを震源とする巨大地
震に対して、各自治体は人命を最優先とした減災対策
に積極的に取り組んでいるが、この地震に伴って大津
波の発生が確実視されること、また、日本海での津波発
生の可能性も指摘されており、堤防の整備・嵩上げも
含めた強化など、必要な対策を緊急かつ重点的に進め
ることが不可欠である。

　一方で、河川や水辺は、地域住民の生活に深く関わ
っていることから、地域の特性に配慮し、歴史、風土等
に根ざした魅力ある水辺空間の創出と豊かな河川環境
の形成に資する河川整備を計画し、かつ着実に進めて
いく必要がある。
　よって我々は、ここに近畿地方治水大会を開催し、そ
の総意に基づき、次の事項の実現について、国会なら
びに政府に対し強く要望する。

一　今年度までの限定的な措置となっている「防災・
減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」の期間
後も中長期的な視点にたって必要・十分な予算を確
保することが「経済財政運営と改革の基本方針
2020」に記載されていることから、国民の安全・安心
を確保する治水事業を計画的に推進することができ
るよう、防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急
対策事業及び緊急自然災害防止対策事業の事業
期間の延長、見直し、新たな枠組みの創設などを含
め更に拡大すること。

一　切迫する南海トラフを震源とする地震等に備え、
河川・海岸堤防等の耐震・液状化対策や水門の整
備・自動化など、地震・津波浸水対策を着実に推進す
ること。

一　昨年度創設された大規模特定河川事業等の個
別補助事業の予算の別枠確保に加え、大規模で抜
本的な事業について、新たな個別補助制度を創設
するなど、個別補助事業の強化・充実を図ること。

一　気候変動等により、頻発・激甚化する豪雨に備え、
「事前防災対策」としての河川やダム等の整備を強
力に進めるとともに、河川、下水道、砂防、海岸等の
管理者のほか、あらゆる関係者が協働して流域全体
で行う「流域治水」の推進に向けた施策を積極的に
推進すること。

一　「水防災意識社会」の再構築に向けて、浸水想定
区域図の公表による水害リスク情報の周知、市町村
が策定するハザードマップの改良や避難勧告等に必
要な防災情報提供機能の強化など、ハード対策とソ
フト対策による総合的な治水対策による防災・減災
対策を推進すること。
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一　これまで整備してきた河川管理施設の機能を最大
限発揮できるよう、長寿命化計画等に基づく予防保
全の実施や、定期点検を通じた戦略的な維持管理
等、河川管理施設の老朽化対策や大規模更新を計
画的に推進し、継続的に施設機能を確保する予防
保全を図ること。また、水門等の自動化・遠隔操作化
を推進すること。

一　洪水予測の高度化や施設点検の効率化などICT
等に係る新しい技術の導入を推進し、治水分野の技
術のデジタル・トランスフォーメーションを加速すること。

一　地方が地震対策や老朽化対策を自主的かつ円
滑に進められるよう、緊急防災・減災事業債、緊急自
然災害防止対策事業債の延長等、起債制度の拡
充を図ること。

一　河川や水辺が持つ多様な機能や地域の特性に
配慮し、歴史、風土等に根ざした魅力ある水辺空間
の創出と豊かな河川環境の形成に資する河川整備
を推進すること。

一　これまでに経験したことのないような災害に備え、
国土交通省の地方整備局及び事務所などの出先
機関とあわせてTEC-FORCEの体制の充実、機能
強化を図るとともに、国、府県・市町村間で密接な情
報共有を行い、災害対応を強力に実施できるよう、連
携・協力体制の強化・充実を図ること。

以上、決議する。
令和2年10月26日
近畿地方治水大会

※次期開催県を大阪府に決定し、大阪府都市整備部
河川室河川整備課長にご挨拶いただきました。

大阪府都市整備部
河川室河川整備課長
宍戸　英明

■ 次期開催県の決定
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と　き：令和2年10月12日（月）
ところ：松江市　くにびきメッセ 国際会議場

（敬称略）
◆開会
◆主催者挨拶　　　　　　島根県知事　　　　　　　　　　　　　　丸山　達也
　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　　脇　雅史
◆来賓祝辞　　　　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　　　　平口　洋
　　　　　　　　　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　　　　亀井　亜紀子
　　　　　　　　　　　　島根県議会　議長　　　　　　　　　　　中村　芳信
　　　　　　　　　　　　中国地方整備局長　　　　　　　　　　　小平　卓
◆来賓紹介
◆記念講演　　　
「これからの川とのつきあい -知と想像力の融合-」
　　　　　　　　　　　　島根大学
　　　　　　　　　　　　エスチュアリー研究センター　副センター長
　　　　　　　　　　　　研究・学術情報機構　教授　　　　　　　矢島　啓
◆座長推挙　　　　　　　島根県土木協会会長　　　　　　　　　　速水　雄一（雲南市長）
◆治水事業概要説明　　
「治水事業を取り巻く現状と課題」
　　　　　　　　　　　　国土交通省水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　治水課長　流域減災推進室長　　　　　　吉岡　太藏
「河川行政を取り巻く情勢（中国地方）」
　　　　　　　　　　　　中国地方整備局　河川部長　　　　　　　佐近　裕之
◆意見発表　　　　　　
「松江市の治水対策について」
　　　　　　　　　　　　松江市長　　　　　　　　　　　　　　　松浦　正敬
「江の川と共に歩む　江津市」
　　　　　　　　　　　　江津市長　　　　　　　　　　　　　　　山下　修
◆大会決議　　　　　　　高津川水系治水砂防期成同盟会　会長　　山本　浩章（益田市長）
◆次期開催県の決定　　　山口県土木建築部河川課長　　　　　　　坂本　和彦
◆閉会
　　　　　

令和２年度　中国地方治水大会

令和2年度　中国地方治水大会　次第
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※挨拶は省略させていただきます。

　皆さんこんにちは。
　衆議院議員の平口洋でございます。
　今日は令和2年度の中国地方治水大会、大勢の皆
様の参加で盛大に行われましたこと、本当に心からお
喜びを申し上げたいと思います。
　私は、さる10月6日にですね。自由民主党の国土交
通副会長という皆様と同じような仕事をすることを仰せ

島根県知事
丸山　達也

　皆様、こんにちは。島根県知事の丸山でございます。
　令和２年度中国地方治水大会の開催にあたりまし
て、主催者の一人でございます、島根県を代表して一
言ご挨拶を申し上げさせていただきます。
　本日は、大変ご多用のところ、ご来賓の多くの皆様
方のご臨席を賜り、また、中国地方を始め全国から大
変多くの皆様にご参加をいただきまして、厚くお礼申し
上げます。また、本大会の開催にあたりまして、大変な
お力添えを賜りましたご関係の皆様に心より感謝申し
上げます。
　近年、気候変動の影響等をうけまして、局地化・集中
化・激甚化する豪雨によりまして、全国各地で記録的
な災害が頻発しているところであります。
　本年も７月の豪雨によりまして、全国で多くの河川が
氾濫をし、甚大な浸水被害が発生したところであります。
お亡くなりになられた方々に、謹んで哀悼の意を表しま
すとともに被災された方々に、心からお見舞いを申し上
げる次第であります。
　中国地方におきましても、「平成３０年７月豪雨」によ
りまして、広島県や岡山県をはじめ、各地で浸水・土砂
災害が相次いで発生をし、平成最悪の豪雨災害となり
ました。
　本県におきましても、江の川沿川では２年前の豪雨
に続き、本年７月にも大規模な浸水被害が発生したほ
か、8月には隠岐諸島で観測史上１位となる豪雨に見
舞われるなど、各地で甚大な被害を受けたところでござ
います。
　こうした気候変動等によります水害リスクに備えるた
めには、河川管理者のみならず、流域の関係者が主体
となりまして、流域全体で行う「流域治水」へ転換する
ことが必要であります。また、これまで実施してきました
ハード対策やソフト対策に加えまして、土地利用規制
や移転促進などのまちづくり面からの対策を含め、様々

な手段を適切に組み合わせることで、効率的・効果的
な安全性の向上を図る必要があると考えております。
　本日ご出席の皆様方には、この大会を契機といたし
まして、今後とも、それぞれの地域で住民の皆様の安全
安心な生活を確保するために、より一層災害に強い国
土づくりにご尽力を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。
　結びに、本大会が実り多きものとなり、今後の治水
事業の推進に寄与することを心から祈念いたしますとと
もに、本日ご参加の皆様方のご健勝とご活躍、ご多幸
をご祈念申し上げまして、開会にあたりましてのご挨拶
とさせていただきます。
　本日はどうか、よろしくお願いします。

全国治水期成同盟会
連合会会長
脇　雅史

◆ 主催者挨拶

衆議院議員
平口　洋

◆ 来賓祝辞
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　皆さん、こんにちは。
　ご紹介いただきました、衆議院議員の亀井亜紀子で
ございます。
　中国地方治水大会の開催にあたり、一言ご挨拶を
申し上げます。
　私はここ松江市を拠点に活動しておりまして、また、
比例中国ブロックの選出でもあります。そういう意味で
今日はこの地元を代表し、皆様を歓迎する意味で、また、
ご支援に感謝しながら出席をさしていただいております。
ようこそ、松江市にいらっしゃいました。
　最近、こういう大会は開催が控えられておりまして、
数が少のうございますので、どうぞこの大会だけではなく
て、皆様ぜひご飲食を楽しまれて、少し、消費に貢献し
ていただければ、地元としては大変嬉しく思います。
　また、お久しぶりに脇会長にもお会いいたしまして、参
議院時代に大変お世話になりました。平口先生も今日
は広島からお越しいただきまして、ありがとうございます。
　それでは、治水について、いくつか申し上げます。
　ここ10年程の間、この中国地方を見てみましても随
分、記憶に残る災害がございました。2013年7月には
私の地元ですが、津和野町をはじめとしまして県境、山
口県の須佐地区まで大災害がございまして、JR、鉄道
が1年間分断されまして、SLも走らない、津和野町にと
っては大変観光にも打撃となりました。そんな水害がご
ざいました。2014年は広島の大規模土砂災害がござ
いまして、安佐地区など大変、人的な被害も激しかった
と記憶をしております。そして2年前ですね、平成30年7
月の豪雨においては広島県、それから岡山県の真備町、
それから島根県においては江津、江の川水系、旧桜江
町の辺りが大変被災をいたしまして、今年7月には全く

つかりまして、今日は急遽すっ飛んで参った訳でござい
ます。亀井議員よりも先に挨拶させていただくとをお許
しいただきたいと思います。
　お話にございますけども今年は良い年ではなかった
かと思いますね。1月末からコロナウイルスの感染症拡
大が本格化しまして、かれこれ9ヶ月、10ヶ月になろうと
しておりますけど、まだ一向に収束する兆しを見せない
ということでございます。
　それとですね、先ほど丸山知事や治水連合会の脇
会長からのお話にもありましたように今年の7月に大変
な水害が発生していたしました。豪雨があって水害があ
った訳です。中でもですね、九州の球磨川流域に大き
な被害が発生した、これは皆さんご承知の通りと思いま
すけれども、20年前にですね、この球磨川流域には川
辺川ダムというダム計画があったんですね。五木の子
守歌で有名な五木村という所に立地する大変大きな
ダムでございまして、私は当時、河川局の次長であった
ものですから、現地まで行って、この目で確かめてまいり
ました。水没地域のですね、家屋の移転も順調に進ん
でおりまして、ダム着工を待つばかりというところであっ
た訳でございますが、それとこのま、国内のいわばヤジに
ですね、この計画が頓挫した訳でございます。繰り返し
ますけども、このダムがですね、人吉盆地の人命を守る
と、水害から人命を守るという唯一の目的を持ったダム
でございましたけども、今年、残念ながらそういう現実の
ものになって、多く人々が亡くなられて、資産や財産を
失われた訳でございます。亡くなられた方や財産を失わ
れた方に対し、本当に心からお見舞いを申し上げたい
と思いますけれども、この九州のダムですね、皆さんは
治水の専門家でいらっしゃいますから、このダムの問題
をですね反面教師にして、やはり賢明に事態に対処を
していかなければいけないというふうに思うところでござ
います。
　この間、総理が代わられて、総理の話す記者会見で
ですね、ダムにはいろいろな種類があって、発電用のダ
ムがあれば、利水のダムもあるし、農業用のダムもある、
治水のダムもあるとそれらがですね、協力して、治水容
量をよく考えてみれば、いい治水効果も発揮できるんだ
というふうな主旨の発言がありました。これから、皆さん
よく勉強されているこの治水事業にあたると思いますけ
ども、どうかこのような主旨にですね、よくだいしていただ
いて、良い治水事業を行うようにしていただきたいとこ
のように思います。皆さんの誠意を今日の治水大会で、
大きな実り、そしてこの大会を契機として、日本の、中国

衆議院議員
亀井　亜紀子

地方の治水事業がますます続くことをお祈りしまして、
私の挨拶とさせていただきます。
　ありがとうございました。
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同じ地域ですね、江の川水系、旧桜江町がまた被災を
しております。県内については、私は被災地を必ず回っ
ております。あきらかに堤防の整備が遅れていて、整備
を急がなければならないところと、空き家が多く、集団で
移転した方が、効果的なところと両方ございますので、
これは国交省の方、よく地元の方と相談しながら一番
効果的な地元の方が望む形の対策を私もお願いした
いと思います。
　それから私は農水委員会の方におります。農水委員
会の方では、ついこの間、通常国会でため池法案を可
決させました。これは政府提出法案ではなく、議員立法
でして、広島の災害の2年前の豪雨の時に問題視され
たため池でございます。
　江戸時代からの管理者不明のため池が、西日本に
はたくさん多くございまして、これが決壊して、家屋を浸
水させるということが広島、それから四国の水害で明ら
かになりましたので、今後、垂直的に政府が全面に出
て制御していくという法律を通したところでございます。
　災害については与野党ございませんので、皆様のご
意見をいただきながら、結束して対応していきたいと思
いますので、今後またこれからもまだ、安心ができないこ
の週末の台風が一つ過ぎたところですけれども、皆様
の地域がこれからもどうぞ安全でありますよう、これはコ
ロナという意味と災害という意味と二重に安全であるこ
とを祈念いたしまして、簡単ではございますけれども、ご
挨拶とさせていただきます。
　ありがとうございます。

国土交通省中国地方
整備局長
小平　卓

島根県議会議長
中村　芳信

　島根県議会の中村でございます。
　中国地方治水大会にあたりまして、県議会を代表し
て、一言ご挨拶を申し上げます。
　本日、令和2年度中国地方治水大会が盛大に開催
されたことを、心からお喜びを申し上げます。
　中国地方各県の治水関係の皆様、ようこそこの島

根県へお越しをいただきました。心より歓迎をいたし
ます。
　皆様方におかれましては、平素から治水関係事業の
推進に格別のご尽力をいただいておりますことに、改め
て敬意を表する次第でございます。
　さて、ここ島根県では、昭和47年、58年を始め、平
成18年や25年など、幾たびも県内各地で記録的な豪
雨に見舞われており、甚大な被害が発生をしてきました。
江の川沿川では平成30年7月・令和2年7月とわずか2
年の間に2度も浸水被害が発生しており、流域にお住
まいの方々の貴重な財産が失われるなど、甚大な被害
を被りました。
　近年、気象変動の影響等により雨の降り方が局地
化・集中化・激甚化しております。
　今後の水災害リスクの増大に備えるためにも、国に
おかれましては、国土と国民の命を守る責任者として、
地方の実情に配慮され、治水事業予算を最大限確保
していただきたいと考えております。
　こうした中、中国地方の治水関係者の皆様方が一
堂に会され、治水大会において一層の推進について、
意見交換や意思統一を図られますことは、誠に意義深
いことと存じます。
　島根県議会といたしましても、引き続き安全で安心し
て暮らせる地域づくりに全力で取り組んでまいる所存で
ありますので、今後とも皆様方のご支援・ご協力を賜り
ますようお願いを申し上げます。
　終わりに、本大会のご盛会と中国地方のますますの
ご発展を祈念いたしますとともに、本日ご参会の皆様方
のご健勝とご活躍を心からお祈り申し上げまして、お祝
いの言葉といたします。
　令和2年10月12日
　島根県議会議長 中村 芳信
　本日は大変ご苦労様でございます。
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　皆様、こんにちは。
　ただいまご紹介いただきました、国土交通省中国地
方整備局長の小平でございます。
　一言ご挨拶申し上げたいと思います。
　本日、中国地方治水大会が多くの皆様ご列席のも
と、盛大に開催されますことを心からお喜び申します。ま
た、平素より、治水行政の推進にご支援ご協力を賜っ
ておりますこと、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　ご案内のとおり、この辺りの国土は自然災害に対し、
非常に脆弱であり、近年は気候変動の影響により、全
国各地で毎年のように大きな災害が発生しております。
　中国地方におきましても平成30年7月豪雨では高
梁川水系小田川及びその支川の河川でも決壊してお
り、倉敷市真備町において大規模な浸水被害があり、
また、広島市、呉市においても大規模な土砂災害が発
生しております。
　そのため、これまで実施しております、ダム・放水路の
整備や堤防の整備、河道掘削等の事前防災対策に
平成30年7月豪雨を契機として始まりました、防災・減
災、国土強靱化のための3か年緊急対策、これらを合
わせまして、緊急的に治水安全度を向上させるというこ
とを実施しているところであります。
　しかしながら、昨年の東日本台風や今年の令和2年7
月豪雨の発生など、自然の猛威は留まることを知りません。
　このような自然の猛威に対応するため、着実な河川
整備はもちろんですけれども、現実、あらゆる関係者が
協働し、流域全体の対策を総動員して行う流域治水を
強力に推進する必要がございます。
　今申し上げました事前防災対策や流域治水を推進
するためには治水関係予算の総枠確保・拡大、さらに
は現在、事項要求としておりますけれども、今年度まで
の3か年緊急対策に引き続く、防災・減災、国土強靱
化に資する予算の確保が大変重要となってまいります。
　地方からの切実な声を是非皆さんお届けいただきま
すようよろしくお願い申し上げたいと思っております。
　最後になりましたが、中国地方治水大会のさらなるご
発展と本日ご列席の皆様方のご健勝とご発展を祈念
いたしますとともに、被災地の一日も早い復旧復興に
全力で取り組んで参りますことをお誓いさせていただき、
私のご挨拶とさせていただきます。
　令和2年10月12日
　中国地方整備局長　小平　卓
　どうぞ引き続きよろしくお願い申し上げます。

島根大学　エスチュアリー
研究センター
副センター長　教授
矢島　啓

■ 記念講演

※「これからの川とのつきあい-知と想像力の融合-」と
いうテーマで、島根大学　エスチュアリー研究センター 
副センター長　矢島啓様よりご講演いただきました。

国土交通省　水管理・
国土保全局治水課
流域減災推進室長
吉岡　太藏

中国地方整備局
河川部長
佐近　裕之

◆ 治水事業概要説明

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、令和2年
7月豪雨災害、事前防災対策の強化、治水関係予算
の現状等についてご説明をいただきました。

※「河川行政を取り巻く情勢(中国地方)」と題し、平成
30年７月豪雨を踏まえた中国地方整備局の対応、「流
域治水」への転換等についてご説明をいただきました。
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松江市長
松浦　正敬

◆ 意見発表

※「松江市の治水対策について」と題し、大橋川改修
の概要、市街地の浸水対策と防災のソフト対策等に
ついて意見を発表していただきました。

高津川水系治水砂防
期成同盟会会長
山本 浩章（益田市長）

◆ 大会決議

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認され
ました。

　治水事業は、国土を保全し、洪水等の被害から国民
の生命と財産を守る根幹的な社会資本の整備であり、

江津市長
山下　修

※「江の川と共に歩む　江津市」と題し、江の川の概
要や近年の被災状況、市独自の災害対策事業等に
ついて意見を発表していただきました。

計画的かつ着実に実施することが重要である。
　西日本を中心に甚大な被害をもたらした「平成30年
7月豪雨」や東日本を中心に襲った令和元年10月の
「令和元年東日本台風」、また、今年は梅雨前線の影
響により全国規模で記録的な豪雨となった「令和2年
7月豪雨」など、各地で大規模な水害を受けたことから、
あらためて、災害に強い国土をつくり、住民の安全・安
心を確保することの必要性を強く決意したところである。
　中国地方においては、治水施設等の整備状況は依
然として低い水準にあり、治水事業予算が大きく削減
されていることは、地域住民が安全で安心して暮らせる
生活の実現にとって、憂慮すべき事態である。
　こうした中、近年、雨の降り方が局地化・集中化・激
甚化しており、記録的な豪雨による災害が広域的に頻
発している。平成３０年７月には中国地方各地で堤防
の決壊、越水・溢水等による浸水被害や大規模な土
砂災害が発生し、２２０名を超える尊い命が失われるな
ど平成最悪の豪雨災害となった。さらに、令和２年７月
には梅雨前線の影響により各地で被害が発生してお
り、特に中国地方最大の河川である江の川沿川では
越水・溢水等により平成３０年７月豪雨に続き、わずか
２年の間に２度も浸水被害が発生する事態となった。
　このように、気候変動の影響等による水災害リスク
の増大に備えるためには、これまでの河川管理者等の
取組だけでなく、流域に関わるあらゆる関係者が、主体
的に治水に取り組む社会を構築し、流域全体で行う治
水「流域治水」への転換を図り、これまで実施してきた
ハード・ソフト対策に加え、まちづくりの面からの対策を
含めた様々な手段を総動員し、それらを適切に組合せ、
加速化させることによって効率的・効果的な安全性の
向上を実現する必要がある。
　このため、激甚な災害が発生した地域への再度災
害防止対策はもとより、災害を未然に防止・軽減するた
めの事前防災対策も含めた、自然災害に対する安全
度を向上させることにより、ストック効果を発現させ、生
産性向上を通じて地域経済の活性化を促し、地方創
生を実現するためにも、国土強靱化に資する対策を強
力に推進し、地域における安心・安全な暮らしの確保・
向上を図ることは重要かつ喫緊の課題である。
　また、高度成長期に整備された河川管理施設等の
老朽化が今後急速に進むことを踏まえ、施設本来の機
能を十分に発揮できるよう、適正な維持管理等による
施設の長寿命化を図ることが、ますます重要となってき
ている。
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　さらに、全国に比べ少子・高齢化が進む中国地方に
おいては、情報化の進展に対応した、水害等に対する
迅速かつ的確な危機管理体制の強化を早急に図るこ
とが必要である。多発する自然災害から生命と財産を
守り、安全で快適な生活環境を早急に実現し、さらに
活力ある地域づくりを行って将来へ引き継いでいくこと
は何よりも大切であり、治水施設の整備等とともに、想
定し得る最大クラスの洪水・高潮・津波を含めた、災害
時における円滑かつ迅速な避難の確保等、「水防災
意識社会」の再構築を目指してハード・ソフト両面から
の対応が急務となっている。
　「川」は古くから地域住民の生活に深くかかわってお
り、地域に種々の恩恵を与え、その流域に独特の歴史
や風土・文化を育んできたが、現在、人と水との関わり
合いは希薄化しつつある。今一度、人と水との関わりを
再構築し、自然と調和した健康な暮らしと、健全な河川
環境の創出を推進していくことが重要である。
　ここに、われわれは中国地方治水大会を開催し、そ
の総意に基づき、「安全で安心して暮らせる地域づくり
｣を目指し、治水事業が強力かつ着実に推進されるよう、
次の事項の実現について、国会並びに政府に対し強
く要望する。

一　災害から生命・財産を守る治水対策は、国として
の基本的責務であることに鑑み、水害・土砂災害を
未然に防止し、国民が等しく安全を享受するための
国土強靱化に資する治水事業を強力に推進するた
め、今年度限りとされている「防災・減災、国土強靱
化のための3か年緊急対策」の終了後も、中長期的
な見通しのもと、対象事業の拡大と別枠による予算
の安定的な確保等、対策の抜本的な強化を図り、令
和3年度以降についても治水事業予算の総枠確
保・拡大を図ること。

　　また、今後想定される大規模災害に備え、地方自
治体の財政負担を軽減し、対策の強化を図るため、
地方債制度の継続や地方財政措置制度の拡充な
ど、必要な財源措置を講ずること。

一　気候変動等に伴う水災害リスクの増大に備える
ため、地方創生を支える予防的治水対策の根幹で
ある河川やダム等の整備を強力に推進すること。ま
た、局地的なゲリラ豪雨に対し、河川・下水道が一
体となった市街地の集中豪雨対策を推進すること。

一　頻発する水害、土砂災害に対する早期復旧･復
興を図るため、災害復旧及び再度災害防止を徹底
するとともに、大規模災害への危機管理対応として、
地方整備局が中心となって広域的・機動的な危機
管理体制を充実させるなど、国が主体的な役割を積
極的かつ強力に発揮すること。

一　沿岸部の河川においては、台風時の高潮により
浸水被害が頻発しているため、高潮堤防、水門、排
水機場等の高潮対策を強力に推進すること。

一　東日本大震災を踏まえ、津波による被害の発生を
防止し、または軽減するための津波観測体制の整備
充実、河川津波遡上区間や低平地における堤防・
水門等の耐震化等、総合的で効果的な津波対策を
推進すること。

一　老朽化が進む河川管理施設等について、計画的
な点検、予防保全型の維持管理、施設の長寿命化
対策など戦略的な維持管理・更新による既存施設
の機能保全・強化を図ることが重要であり、公共施
設等適正管理推進事業債や交付金の対象範囲の
拡大等の支援策を強力に推進すること。

一　粘り強い構造の堤防整備等の危機管理型ハード
対策や主体的な避難を促す警戒・避難情報やリア
ルタイム情報の提供等「水防災意識社会」の再構
築を目指したソフト対策に加え、被害範囲を減らすた
めの土地利用規制やハイリスクエリアからの移転促
進等のまちづくり対策を含めた、流域全体で早急に
実施すべき対策を示す「流域治水プロジェクト」を迅
速に取りまとめ、対策に必要となる予算を確保するこ
と。併せて、想定最大規模の降雨に対するソフト対
策の技術的支援を行うとともに、洪水時にリスクの
高い危険箇所の早期整備や交付金対象範囲の拡
大等の支援策を強力に推進すること。

一　河川や水辺の持つ多様で豊かな自然環境の保
全と、地域の歴史、風土等に根ざした河川環境の形
成を推進すること。特に、川の営みを活かした川づく
りを基本とし、良好な水際やみお筋の保全、川の連
続性の確保等を行う多自然川づくりを推進すること。
また、地域住民による河川愛護活動を支援するとと
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　もに、まちづくりと一体となった魅力ある水辺空間を
創造するための施策を充実すること。

 以上　決議する。
令和2年10月12日
中国地方治水大会

山口県土木建築部
河川課長
坂本　和彦

◆ 次期開催県の決定

※次期開催県を山口県に決定し、山口県土木建築部
河川課長にご挨拶いただきました。
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と　き：令和２年10月23日（金）
ところ：ホテル日航高知　旭ロイヤル

（敬称略）

開会宣言　　　　　　　　高知県土木部長　　　　　　　　　　　　村田　重雄
主催者挨拶　　　　　　　高知県知事　　　　　　　　　　　　　　濵田　省司
　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　　脇　　 雅史
来賓祝辞　　　　　　　　衆議院議員　　　　　　　　　　　　　　山本　有二
　　　　　　　　　　　　高知県議会（議長代理）副議長　　　　　西内　　健
　　　　　　　　　　　　四国地方整備局長　　　　　　　　　　　丹羽　克彦
来賓紹介
座長推挙　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会評議員　　　　法光院　晶一（香美市長）
水事業概要説明
「治水事業を取り巻く現状と課題」
　　　　　　　　　　　　国土交通省　水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　　治水課長　　　　　　　　　　　　　　藤巻　裕之
「四国地方の治水の概要」
　　　　　　　　　　　　四国地方整備局河川部長　　　　　　　　堀　与志郎
意見発表　
「四万十川における治水事業」
　　　　　　　　　　　　四万十市長　　　　　　　　　　　　　　中平　正宏
「明るく安全で安心な未来に向けて「仁淀川とともに歩む」
　　　　　　～「３００年を超える水との闘い」の最終章へ～」
　　　　　　　　　　　　日高村長　　　　　　　　　　　　　　　戸梶　眞幸
大会決議　　　　　　　　四国河川協議会副会長　　　　　　　　　岡﨑　誠也（高知市長）
次期開催県挨拶　　　　　愛媛県土木部土木管理局技術監　　　　　平野　明徳
閉　　会

第19回　四国地方治水大会

第19回　四国地方治水大会次第
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高知県土木部長
村田　重雄

■ 開会宣言

　本大会を契機として、これからの四国地方の治水事
業がますますと推進し、豊かな河川環境を後世に残し、
地域の皆様の安全・安心が確保されることを祈念申し
上げまして、ここに、「第19回四国地方治水大会」の
開会を宣言いたします。

高知県知事
濵田　省司

■ 主催者挨拶

　皆様、こんにちは。ご紹介いただきました高知県知事
の濵田省司でございます。
　ようこそ、高知県へお越しをいただきました。県民を
代表いたしまして、心より歓迎の意を表させていただき
ます。
　この四国地方治水大会、お聞きをいたしますと、コロ
ナウイルスの関係の影響もございまして、規模を縮小し
ての開催ということになったということでございますけれ
ども、大変厳しい環境の中、ご出席を賜りました皆様方、
また、開会に向けましてご尽力いただきました関係者の
皆様方に心よりお礼申し上げたいと思います。
　皆様方には、常日頃、四国地方の治水事業は言うに
及ばずでございますけれども、四国全体の発展のため
にさまざまなかたちでご尽力いただいておりますこと、こ
の場をお借りしましてお礼を申し上げたいと思います。
　さて、申し上げるまでもありませんけれども、昨今は異
常気象が異常とも言えないというほど、例年のように大
規模な災害が頻発をし、また、深刻な災害が発生して
いる状況だと思います。本年も７月に九州の球磨川流
域で大規模な浸水が生じるということをはじめといたし
まして、全国的に浸水被害など、多くの豪雨災害が生じ

たところでございます。
　こうした中、われわれ地方公共団体におきましても、
国におきまして準備いただきました様々な補助制度、あ
るいは地方債の制度なども活用いたしまして、河川の
改良でございますとか、浚渫といった事業を一生懸命
行っているところでございます。
　また、国のほうでは、昨今、いわゆる「流域治水」の考
え方を提唱されまして、各行政分野にわたりまして総合
的に、また、ソフト・ハードにわたる対策を総合的に行っ
ていくという考え方が提唱されております。そうした考え
方に沿いまして、われわれも精いっぱいの努力をしてい
かなければいけないと思いを新たにしているところでご
ざいます。
　一方で、四国ということで考えますと、渇水の被害と
いうのもこれは侮ることができないと思っております。平
成６年の大渇水もございましたし、その後も平成17年、
20年と早明浦ダムの利水容量が枯渇をするというよう
な渇水に見舞われております。こういったことへの対応
もしっかりしていかなければいけません。
　また、南海トラフ大地震も向こう30年間に７割から８
割の確率で襲ってくると言われている中でございます。
われわれ高知県でも、例えば浦戸湾のいわゆる三重防
護と申しておりますが、防波堤の整備などとともに、河
川、海岸の堤防の強化にも計画的に取り組んでいると
ころでございます。
　その際には、国のお力添え、財源面での裏打ちとい
うのが不可欠でございますが、来年度は、この現行の３
か年の緊急対策事業の期限が切れるという節目でござ
いますので、今、全国知事会では、市長会、町村会と一
緒になりまして、向こう５年間の新しい計画をつくって、
中期的に安定的な財源の確保をしてもらいたいという
提言をさせていただいているところでございます。
　こうした最中に四国地方の治水大会が開かれるわ
けでございまして、四国中の治水の関係者が、事業の
概要の説明、あるいは、意見発表などを通しまして、さま
ざまな議論をしていただけることは非常に貴重な機会で
あり、意義深いものと考えておりまして、本日のご議論
がどうか実りあるものになって欲しいという思いでいっぱ
いでございます。
　終わりになりますけれども、高知県は、現在、「リョー
マの休日」と称しまして、自然・体験キャンペーン（観光
キャンペーン）を実施中でございます。せっかく高知にお
越しいただいております。コロナ対策はしっかりしており
ますので、お時間が許す限り、高知県内の観光地も訪
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全国治水期成
同盟会連合会会長
脇　雅史

※挨拶は省略させていただきます。

　皆さん、こんにちは。ご紹介にあずかりました高知県
の山本でございます。
　今日は、四国各地域から大勢の首長さんや治水に
おける重要な立場の方々ばかりが高知市内にご参集
でございます。感激でございます。
　末ついに海となるべき山水もしばし木の葉の下くぐ
るらん
　山の上の小さな岩場、支流と言う以上に単なる水
の印から川になり、やがて海になると、日本全土、どこ
にありましても水、そして川、そして海があるわけでござ
いまして、その管理こそ政治の要諦であるということの
深いご認識のある皆さん方ばかりでございますので、私
がとやかく言うわけではありませんが、今大変、重且つ
大なる、その治水の任にあるというところでございます。
　地球温暖化であり、海水面の温度上昇であり、ハリ
ケーンはますます巨大化し、線状降水帯という新しい
化け物まで発生しつつございます。どのような地域で
も、いつ何が起こるかわからないという不安の中にある
わけでございます。特に高知県におきましては、加えて

■ 来賓挨拶

れていただきまして、ゆっくりと高知の自然、そして歴史、
食を楽しんでいただければと思います。
　それでは、本日、ご参会の皆様方のますますのご健
勝と、さらなるご活躍を心より祈念いたまして、私の歓迎
のご挨拶とさせていただきます。本日はどうかよろしくお
願い申し上げます。

衆議院議員
山本　有二

津波対策が必要でございます。そんな意味で、皆様方
は、地元の住民の皆さんの安寧を目指してここにいら
っしゃっているわけでございます。
　そんな中で私が高知県に多少の貢献をしたことがご
ざいました。それは、脇先生から命令を受けまして、「お
前が自民党の海岸の責任者をやれ」ということになっ
たわけでございまして、意味もよくわからずにお引き受け
をしました。途端に、高知の高知海岸、土佐市新居か
ら長浜までの堤防事業がものすごい勢いで進むことが
できたわけでございます。ああ、そうか。脇先生から言わ
れた意味はここにあったんだなということが本当に身に
染みてよくわかった次第でございます。そんな意味で人
とのつながりや、あるいは、今日ここにおいでる皆さん
の相互連携が、私はこの四国の新しい時代の安全や
安心を生み出す国土強靱化につながるというように思
っております。
　たった今、席におりますと、脇先生から一言耳元で
「山本よ。ちゃんとしろ」という新しいご命令が来まし
た。それは、特別枠、３か年７兆円、これを延長するな
り、存続することが大事だろうというところでございま
す。チラチラと資料をめくっておりますと、この資料の７
ページに書いてありますけれども、戦後のこの大洪水
に対処するために、今後７兆円必要だそうでございま
す。そのうち、特別枠がそれほどなかったら20年、30年
かかるそうです。特別枠があると、10か年等 を々待たず
して、３か年７兆ですから、７兆全部を治水にいただけれ
ば３年で済むという計算になるわけであります。
　藤巻治水課長からいろいろと教えてもらいながら背
中を押してもらって、財務省に私が行くわけでございま
す。昨日も主計局長とお話をさせていただきました。今
現在のところでは、日がまだ高うございますので当初予
算の上乗せということはまったく考えていない。そして、
３か年７兆円を何でこの間実現したかというと、消費税
が値上がりして、消費税が値上がった分、反動減が起
こるはずである。そうすると、日本国中が不況にさいな
まれる。そのために、特に地方用として小さな工事にあ
てがっていただくように３か年７兆円を用意したんだと。
もう一回、消費税を上げてくれるならば、山本が言うよ
うに３か年７兆円を用意しますというような答えでござ
います。
　いわば、当初予算の別枠とはいえ、当初予算が増え
ることに恐れおののいているわけでございまして、それ
もそのはずでございます。プライマリーバランス、すなわ
ち、今後、わが国の国債の償還の時期が遠く遠く、将
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高知県議会（議長代理）
副議長
西内　健

　ただ今ご紹介いただきました、四国地方整備局長の
丹羽でございます。第19回の四国地方治水大会開
催にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。
　本日は、ご臨席の皆様方におかれましては、平素よ
り四国地方整備局が行っております事業につきまし
て、とりわけ河川事業でありますが、特別のご支援・ご
協力を賜りまして、誠にありがとうございます。この場を
お借りしまして、お礼を申し上げます。
　まずは、令和２年７月の豪雨では、死者・行方不明者
86名にのぼるなど痛ましい水害が発生しております。

来将来、次世代ではなくて次々世代というところまで行
ってはならんという財務省の本来的な役割を彼らは主
張しているわけでございます。
　しかし、今日ここにおいでの皆さんのお知恵やアイデ
アやお力をいただければ、私は必ず年末の予算編成
のクライマックスには新しい考え方ができて、そして、わ
れわれも納得がいけるというような国の財政の方針が
決まるように確信をいたしております。そんな意味で、皆
様のお力が継続をされ、さらに飛躍的にいただければ
どんなことも実現できるというように思いますので、今後
とものご指導やご鞭撻、よろしくお願い申し上げまして
ご挨拶に代えさせていただきます。
　本日はおめでとうございます。

四国地方整備局長
丹羽　克彦

　皆さん、こんにちは。ご紹介をいただきました高知県
議会副議長の西内健と申します。
　本日は、ようこそ、高知へお越しくださいました。この
第19回の四国地方治水大会が開催されますことを心
よりお喜び申し上げます。
　さて、先程来お話が出ております３か年の緊急整備
事業、これが終わるのを受けて、高知県議会としても、
この９月に国土強靱化議員連盟というものを立ち上げ
まして、全国に声がけをして全国組織として今、立ち上
げを図っているところでございます。これによって政府
要望を行ったり、また予算の獲得に少しでも後押しに
なればと思って、今汗をかいているところでございます。
ぜひ皆さんと一緒にまた治水を考えていきたいと思っ
ております。
　それでは、議長より祝辞をお預かりしておりますの
で、代読させていただきます。
　祝辞。
　第19回四国地方治水大会が開催されますことを、
高知県議会を代表いたしましてお祝いを申し上げます。
　本県へお越しいただきました関係の皆様を心から歓
迎申し上げますとともに、日頃から四国地方の治水関
係事業の推進に格別のご尽力を賜っておりますこと

に、心から敬意と感謝を申し上げます。
　さて、四国地方は、急峻な地形を有する四国山地の
影響を受けて、太平洋側では豪雨による水害や土砂
災害が起こりやすく、その反面、瀬戸内側では渇水に
苦しめられるなど、地形や気象の面で厳しい条件下に
あります。特に近年は短時間での記録的とも言えます
豪雨が頻発しており、四国においても平成30年７月豪
雨等で甚大な被害が出るなど、水害、土砂災害の頻発
化・激甚化が懸念されております。また、甚大な被害が
予想される南海トラフ地震への対応も含め、住民の生
命と財産を守るための防災・減災対策を迅速かつ着実
に進めて、災害に強い四国を実現することが喫緊の課
題でございます。
　こうした中、四国４県の治水事業に携わる皆様方が
一堂に会され、広域的な見地から意見発表やご協議な
どを行いますことは、大変重要で意義深いことでござい
ます。皆様には、四国４県が緊密に連携を図りながら地
域の治水事業の推進により一層のご尽力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びに、本大会のご成功並びに四国地方のますま
すの発展、ご参会の皆様のご健勝とご活躍を祈念申し
上げまして、お祝いの言葉といたします。
　令和２年10月23日。高知県議会議長、三石文隆
　代読でございました。
　おめでとうございます。
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亡くなられた方のご冥福を心からお祈りするとともに、
被災された方にお見舞い申し上げたいと思います。
　それでこの令和２年の７月豪雨、多くの河川が氾濫
いたしまして、多大なる被害が発生したところでござい
ます。一方で、この九州地方の川内川水系では、先程
来出ております、防災・減災の強靱化の３か年対策の
効果が早速出ている、そういうような結果になっており
ます。幸いにも今年度、四国地方においては大きな災
害、被害というのはございませんでしたけれども、この昨
今の急激な気象変動、これを考えますと、いつ何時こ
の四国において大水害が起こってもおかしくない、そう
いう状況でございますので、われわれとしてもしっかりや
っていきたいというふうに思います。
　そこで、先ほどから山本先生も言われておりましたけ
ども、われわれ、あらゆる関係者が協働して流域全体で
水害を軽減させるという「流域治水」、これを自治体の
皆様方と一緒になって推進していきたいというふうに
思っています。この流域治水をやるにあたりまして、河
川管理者が行うハード対策、これは前提となっている
わけでございますが、この対策をしっかり着実に推進し
ていきたいと思っております。
　ただ、このためには、来年度以降につきましても本年
度の予算を上回る予算が安定的にしっかり確保して
いかなければ、これは達成できません。現在、来年度予
算の編成であります財務当局と本省が今極めて厳し
い調整を進めているところでございます。そこに座って
おります治水課長の藤巻課長が大変苦しい戦いを続
けているという話を聞いております。
　いずれにいたしましても十分な予算が確保できなけ
れば、この治水対策、完了しないわけでありますので、
ぜひとも皆様方の力強いご支援をよろしくお願いした
いというふうに思っております。
　結びになりますが、地域住民の命と暮らしを守りたい
という、この皆様の切なる思いがさらなる治水事業の
推進につながることを祈念いたしますとともに、本日お
集まりの皆様方のご健勝、本連合会のますますのご発
展を祈念申し上げて私のご挨拶とさせていただきます。
　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、ご説明を
いただきました。

国土交通省
水管理・国土保全局
治水課長
藤巻　裕之

■ 治水事業概要説明

※「四万十川における治水事業」と題し、中筋川ダム
及び横瀬川ダムによる治水効果、相ノ沢川総合内水
対策事業、TEC-FORCEによる災害支援の重要性等
についてご説明いただき、治水対策とともに豊かな自
然環境を後世に引き継いでいくことが責務であると、意
見を発表していただきました。

四万十市長
中平　正宏

■ 意見発表

※「四国地方の治水の概要」と題し、ご説明をいただき
ました。

四国地方整備局
河川部長
堀　与志郎
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日高村長
戸梶　眞幸

四国河川協議会副会長
岡﨑　誠也（高知市長）

※「明るく安全で安心な未来に向けて「仁淀川ととも
に歩む」 ～「300年を超える水との闘い」の最終章へ
～」と題し、平成26年８月の台風12号・11号による被
害状況、仁淀川床上浸水対策特別緊急事業（日下
川）の取組等についてご説明いただき、治水事業の重
要性について、意見を発表していただきました。

■ 大会決議

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認され
ました。

　近年、気候変動等の影響により全国各地で大規模
な自然災害による甚大な被害が相次いでいる。特に
四国地方は、急峻な山地が多く、地質が脆弱であると
ともに、台風常襲地帯に位置するため、古くから大雨
による浸水被害に苦しめられており、一人当たりの水
害被害額が全国平均に比べて約３倍※という、著しく
苛酷な状況に置かれている。これらの状況に鑑みれ
ば、国民の生命・財産を守り、安全と安心を確保するこ
とは「政治と行政に課せられた責務」である。
　昨年の「令和元年東日本台風」をはじめ、「平成30
年７月豪雨」や「平成29年九州北部豪雨」で尊い命
が失われる人的被害や甚大な社会経済被害が発生
したことは記憶に新しく、今年も７月に九州から東北地
方にかけて甚大な被害に見舞われた。特に「平成30
年７月豪雨」では、四国各地の河川が氾濫危険水位
を超過し、深刻な浸水被害や土砂災害が多発し、愛
媛県では、32名もの尊い人命が失われたほか、肱川
の氾濫によって大洲市全域で約3,000戸、西予市野

村町で約650戸が浸水するなど、かつてない規模の
甚大な被害に見舞われた。
　一方、四国地方では、長きにわたり断水を余儀なくさ
れた平成６年の大渇水に加え、平成17年や20年に
も、早明浦ダムの利水容量が底をつくなど、四国各地
のダムでは毎年の様に取水制限が実施され、人々の
日常生活や社会経済活動に計り知れない被害や影
響を及ぼしている。
　今後も、気候変動の影響により、台風が大型化し、
豪雨が激化する一方で、降水量の少ない状況が増加
するなどの両極端な厳しい気象状況を招く可能性が
指摘されており、浸水被害、土砂災害や渇水被害のよ
り一層の激甚・頻発化が懸念されることから、河川・下
水道等の管理者が主体となって行う対策に加え、あら
ゆる関係者が協働して、流域全体で水害を軽減させる
「流域治水」等、気候変動に適応した対策を計画的に
推進する必要がある。
　更に、南海トラフで発生する地震は、今後30年以
内の発生確率が70から80％となっており、地震による
大きな揺れと巨大津波の脅威は刻 と々増している。平
成23年東日本大震災等での経験から、巨大地震災
害は一度発生すれば極めて甚大な被害が予想され、
早急な地震・津波対策も不可欠なものとなっている。
　また、四国には、良好な水辺空間をはじめ心癒され
る自然環境が多く残されている。豊かな水辺環境は、
地域の憩いの場となるだけでなく、地域資源としての
役割が期待されることから、地域と一体となった豊かで
潤いのある水辺環境の保全と創出が望まれている。
　治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財産
を守るための最も根幹となる社会資本整備である。近
年の災害の激甚・頻発化をみれば、今後の治水事業
の推進にあたっては、既存の枠組に囚われることなく
財源の確保を図り、再度災害防止はもちろん事前予
防的な治水対策の推進に全力をもって取り組むことが
急務である。
　以上を踏まえ、我々は、ここに四国地方治水大会を
開催して、その総意に基づき、安全で安心な国土を実
現し、我々の子々孫々に引き継ぐべく、次の事項を国
会ならびに政府に強く要望する。
※過去20年間の一人当たり水害被害額

一　防災・減災と国土強靱化及び「流域治水」に資
する治水事業を強力かつ継続的に推進するため、
令和３年度予算の編成を含め、今後の治水関係予
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愛媛県土木部
土木管理局
技術監
平野　明徳

※次期開催県を愛媛県に決定し、ご挨拶いただきま
した。

■ 次期開催県挨拶

　算を飛躍的かつ継続的に増額させること。また、必
要な令和２年度補正予算を積極的に編成するこ
と。特に、防災・減災、国土強靱化のための緊急対
策を計画的に実施できるよう３か年にとどまらず継続
するとともに、有利な地方債制度である緊急自然災
害防止対策事業債の期限を延長するなど、必要な
財源措置を講じること。

一　相次ぐ自然災害に対する早期復旧や再度災害
防止対策に集中的に取り組むとともに、中小河川を
含む河川において、事前防災対策を重点的に実施
すること。

一　頻発する洪水や渇水に備えるため、既設ダムを
有効活用する「ダム再生ビジョン」に基づく対策を
推進するとともに、利水ダムを含む既存ダムの利水
容量を活用した洪水調節機能強化や、水門、排水
機場等の河川管理施設の計画的な維持管理・更
新を推進すること。

一　切迫する南海トラフ地震の発生や、気候変動の
影響により激甚・頻発化する洪水などの大規模災
害に備えるため、事前防災や「流域治水」に取り組
める新たな財政支援制度の創設をはじめとした予算
確保と財源措置を図ること。

一　治水事業は、浸水リスクの低減やそれに伴う企
業立地の促進など、ストック効果をもたらすものであ
るため、重点的に推進すること。また、河川や水辺の
持つ多様な機能や地域の特性を活かし、魅力ある
水辺空間や良好な自然環境の創出等の地域活性
化、観光振興等に貢献する取組みを推進すること。

一　被災自治体が災害からの早期復旧、被害拡大
防止を図るためには技術的な支援が不可欠であ
ることから、大規模災害時における国の災害緊急
調査を引き続き実施するとともに、四国地方整備
局及び各事務所等の職員の増強など、組織体制
の充実・強化、さらに、専門的知見や経験を有する
TEC-FORCEの体制・機能を充実・強化すること。

一　気候変動に伴う災害の激甚化や人口減少・高齢
化等の社会状況の変化に適確に対応するため、
ICTの活用等の治水分野に関する技術の更なる高
度化と、現場への実装を推進すること。

以上決議する。

令和２年10月23日
第19回四国地方治水大会


